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昭和58年度

新
潟
県
芸
術
祭

　
　
　
文
芸
部
門
作
晶
募
集

　
昭
和
五
十
八
年
度
芸
術
祭
文
芸
部

門
と
し
て
、
作
品
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
県
文
芸
の
振
興
を

図
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
の
主
催

に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
選
作
品
の
う
ち
優
秀
な
作
品
に

は
、
各
種
目
一
編
ず
つ
芸
術
祭
賞
を

授
与
し
、
入
選
作
品
は
「
県
民
文
芸
」

に
集
録
し
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
応
募
原
稿
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
に
イ
ン
ク
書
き
と
し
、
楷
書
で

は
っ
き
り
書
い
て
、
読
み
に
く
い
漢

字
に
は
、
振
り
仮
名
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
原
稿
一
枚
目
に
応
募
種
目
、

一
般
、
高
校
の
区
分
と
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
二
枚
目
よ
り

本
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
授
賞
作
品
の
発
表
は
、
十
二
月
中

旬
に
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

▽
小
説

　
一
般
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五

〇
枚
以
内
。

　
高
校
は
二
〇
枚
以
内
。

▽
詩
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内

　
で
現
代
詩
と
す
る
。

攣
藝
罐
、
編
と

◎
締
切
り

　
十
月
八
日
（
土
）
消
印
有
効

◎
あ
て
先

51

新
潟
市
一
番
堀
通
町

　〒
　
県
庁
第
二
分
館

　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　
封
筒
表
面
に
「
県
芸
術
祭
文
芸
作

　
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
す
る
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
教
育

　
庁
文
化
行
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

a
O
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
｝

　
内
線
三
六
七
五

　夏の暑さはわたしたちを水辺へと駆り立てます。湧、

川、谷川のせせらぎ……。夏は水が恋しくなる季節です。

　しかし＼わたしたちが水と親しくなるほど、水難事赦

が多くなることも見逃がせません。事赦の大￥は6月～

8月の間に集中しているのです。

　水の犠牲者の4割近くは中学生以下の子供です。57年

の6月から8月までに水死したり，行万不明になった子

供（中学生以下）は401人。このうち、子供だけで事赦に遭

ったというのが7割（281人）、残りの3割（120人）は保護

者が近くにいながら水の犠牲となっています。

　子供の水難事故は思わぬとき思わぬ場所で起こります。

子供だけで水泳や魚釣りに行かせないのはもちろん、一

楮に海や川へ行ったときは、子供のことを心にしっかり

とつなぎとめておきましよう。
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東
頸
地
区
の
電
話
十
一
月
下
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ダ
イ
ヤ
ル
」
市
内
通
話
な
み
に

　
牧
村
を
除
く
郡
内
五
町
村
（
松
之

山
町
、
松
代
町
、
大
島
村
、
安
塚
町
、

浦
川
原
村
）
内
ど
う
し
の
電
話
ダ
イ

ヤ
ル
が
十
一
月
下
旬
か
ら
、
現
在
の

十
ケ
タ
か
ら
五
ケ
タ
で
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
郡
内
の
通
話
に
は
、
市
外
局
番
（
〇

二
五
五
九
）
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
不
用
と

な
り
、
局
番
と
従
来
の
番
号
五
ケ
タ

で
つ
な
が
り
ま
す
が
、
松
之
山
町
内

ど
う
し
の
通
話
に
億
、
今
ま
で
の
番

号
の
前
に
局
番
「
六
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
東
京
な
ど
郡
外
ど
う
し
の
電
話
は
、

今
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
こ
と
は
電
報
電
話
局
か
ら

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
町
村
へ
の
電
話
は
十
一
月
下

旬
か
ら
市
外
局
番
が
不
要
と
な
り
、

局
番
と
従
来
の
番
号
で
つ
な
が
り
ま

す
。
　
（
町
村
名
）

松
之
山
町

松
代
町

大
島
村

安
塚
町

浦
川
原
村

（
局
番
）
（
従
来
の
番
号
）

六
ー
x
×
×
×

七
ー
×
×
×
×

八
1
×
×
×
×

四
1
×
×
×
X

二
ー
×
×
×
×

三
1
×
×
×
×

九
f
×
×
×
×

水の誘惑

思わぬときに

　　事故は起こる

ρ
フ
2
ジ

ピで．蕪患

…
き
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県営かんがい排水事業

総
事
業
費
二
十
億
円

六
十
年
度
に
完
了
予
定

　
七
月
二
十
九
日
君
県
知
事
、
高
鳥

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
の
国
広
水

利
課
長
な
ど
国
・
県
・
町
の
関
係
者

と
松
里
土
地
改
良
組
合
の
皆
さ
ん
約

一
五
〇
人
が
参
列
し
て
、
留
山
ダ
ム

の
定
礎
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
工
事
の
安
全
と
永
世
不
朽
を
願
う

玉
串
奉
典
な
ど
の
神
事
式
と
”
定
礎
”

と
刻
ま
れ
た
君
県
知
事
の
筆
に
よ
る

礎
石
を
鎮
定
す
る
定
礎
埋
納
式
が
行

な
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
の
定
礎
式
で
「
五
十
五

年
に
着
工
し
本
年
度
ま
で
の
四
年
間

に
十
億
円
、
こ
れ
か
ら
完
成
予
定
の

六
十
年
度
ま
で
に
十
億
円
の
巨
費
が

投
入
さ
れ
る
が
、
予
定
通
り
完
成
す

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
国
・
県
に
は
一

層
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
」
と
の
町

長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
君
知
事
か
ら
「
農
業
は

県
に
と
っ
て
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
一
日
も
早
く
無
事
完
成
し
、
地

域
農
業
の
発
展
と
農
家
経
営
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
旨

の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
な
お
知
事
は
多
忙
な
日
程
の
た
め

片
道
五
〇
分
（
新
潟
・
松
之
山
間
）

の
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
往
復
さ

れ
た
。

　
こ
の
事
業
（
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
松
里
地
区
留
山
ダ
ム
）
は
、
階

段
状
の
天
水
田
で
あ
る
た
め
、
か
ん

ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
松
里
地
区

の
三
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
関
係
農
家

二
七
〇
戸
）
の
水
源
確
保
と
圃
場
整

備
を
し
機
械
化
に
よ
る
労
力
の
節
約

で
、
農
家
の
近
代
化
と
生
産
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
に
取
付
道
路

や
仮
設
工
事
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
本
年
度
か
ら
ダ
ム
本
体
（
堤
体
）

の
工
事
が
始
ま
り
、
今
年
は
堤
高
が

約
五
メ
ー
タ
ー
く
ら
い
ま
で
出
来
る

予
定
で
す
。

　
こ
の
ダ
ム
は
「
中
心
コ
ア
ー
型
フ

ィ
ル
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
る
型
式
で
、

堤
高
二
八
．
八
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
一

三
五
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
量
四
二

万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
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縫
製
工
場
の
進
出
内
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
業
開
始
は
1
0
月

　
町
と
企
業
間
で
工
場
の
進
出
に
つ

い
て
話
合
い
の
結
果
こ
の
程
大
筋
で

合
意
に
達
し
、
三
省
工
業
団
地
に
縫

製
工
場
が
進
出
す
る
こ
と
に
内
定
し

ま
し
た
。

　
貸
与
す
る
建
物
（
工
場
）
の
改
造

問
題
や
企
業
の
事
前
審
査
問
題
等
が

残
っ
て
い
ま
す
が
十
月
操
業
開
始
を

目
標
に
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
五
日
議
会
産
業
経
済
委

員
会
を
開
き
、
三
省
工
業
団
地
内
に

あ
る
車
庫
（
約
二
二
〇
㎡
）
を
改
造

し
て
貸
与
す
る
た
め
早
急
に
業
者
に

設
計
委
託
し
て
臨
時
議
会
に
追
加
補

正
予
算
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　
こ
の
企
業
は
、
栃
木
県
足
利
市
に

本
社
が
あ
る
川
岸
縫
製
（
女
性
肌
着

メ
ー
カ
ー
）
で
六
日
町
に
も
工
場
が

あ
り
、
本
社
、
六
日
町
工
場
と
も
従

業
員
数
は
二
十
名
程
度
の
有
限
会
社

で
す
が
、
公
害
発
生
の
恐
れ
も
な
く
、

将
来
的
に
も
安
定
性
の
あ
る
企
業
で

す
。

　
企
業
側
で
は
、
二
十
名
位
の
雇
用

を
見
込
む
も
の
で
、
七
月
上
旬
部
落
総

代
さ
ん
を
通
じ
て
供
給
労
働
力
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
十
五
名
程
の
就
業
希

望
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
員
の
確

保
に
も
見
通
し
が
つ
き
会
社
で
は
七

月
中
旬
男
性
一
名
、
女
性
四
名
を
採

用
し
て
指
導
者
養
成
員
と
い
う
こ
と

で
六
日
町
工
場
で
指
導
を
お
こ
な
う

な
ど
、
準
備
に
の
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
厳
し
い
財
政
の
中
、
建
物
の

改
造
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
が
、

人
口
の
流
出
が
続
く
な
か
で
「
地
元

就
業
の
場
」
を
望
む
声
が
年
々
高
ま

っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
企
業
の
進
出

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
就
業
希
望
者
が
あ
り
ま
し
た
ら

ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
の

職
業
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
三
省
工
業
団
地
は
「
兼
業
農
家
の

収
入
確
保
お
よ
び
農
村
工
業
の
発
展

は
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら

農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
事
業
に
基

づ
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
土
地
の

買
収
、
五
十
三
年
度
に
敷
地
の
造
成

を
行
な
い
、
二
万
五
千
㎡
の
分
譲
可

能
面
積
の
工
場
用
地
を
確
保
し
て
工

業
誘
致
に
そ
な
え
て
い
た
も
の
で
す
。

入
札
結
果

▽
建
第
十
九
号
・
栗
の
木
橋
架
換

　
工
事
、
取
付
道
路
九
三
メ
ー
ト
ル

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
四
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
号
・
災
害
復
旧
工
事

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
一
号
・
災
害
復
旧
工
事

　
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
八
五
万
円

七
　
月

▽
振
第
六
号
・
林
道
上
蝦
池
線
（
舗
装
）

　
上
蝦
池
地
内
　
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

　
福
田
道
路
㈱
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▽
産
第
六
号
、
・
県
単
農
業
生
産
基
盤

　
整
備
、
曽
根
地
区
土
地
改
良

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
、
九
三
〇
万
円

▽
産
第
七
号
・
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
、
松
里
第
一
地
区
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

撫
／

▽
産
第
八
号
・
団
体
営
か
ん
が
い

　
排
水
、
松
里
第
二
地
区
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
八
八
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

▽
産
第
九
号
・
農
村
基
盤
総
合
整

　
備
・
湯
之
島
地
区
ホ
場
整
備

　
飯
塚
建
設
　
一
、
三
六
〇
万
円

▽
産
第
十
号
・
団
体
営
地
す
べ
り

関
連
、
天
水
越
地
区
第
四
次
工
事

　
高
橋
組
　
　
二
、
七
八
○
万
円
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県営かんがい排水事業

総
事
業
費
二
十
億
円

六
十
年
度
に
完
了
予
定

　
七
月
二
十
九
日
君
県
知
事
、
高
鳥

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
の
国
広
水

利
課
長
な
ど
国
・
県
・
町
の
関
係
者

と
松
里
土
地
改
良
組
合
の
皆
さ
ん
約

一
五
〇
人
が
参
列
し
て
、
留
山
ダ
ム

の
定
礎
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
工
事
の
安
全
と
永
世
不
朽
を
願
う

玉
串
奉
典
な
ど
の
神
事
式
と
”
定
礎
”

と
刻
ま
れ
た
君
県
知
事
の
筆
に
よ
る

礎
石
を
鎮
定
す
る
定
礎
埋
納
式
が
行

な
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
の
定
礎
式
で
「
五
十
五

年
に
着
工
し
本
年
度
ま
で
の
四
年
間

に
十
億
円
、
こ
れ
か
ら
完
成
予
定
の

六
十
年
度
ま
で
に
十
億
円
の
巨
費
が

投
入
さ
れ
る
が
、
予
定
通
り
完
成
す

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
国
・
県
に
は
一

層
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
」
と
の
町

長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
君
知
事
か
ら
「
農
業
は

県
に
と
っ
て
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
一
日
も
早
く
無
事
完
成
し
、
地

域
農
業
の
発
展
と
農
家
経
営
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
旨

の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
な
お
知
事
は
多
忙
な
日
程
の
た
め

片
道
五
〇
分
（
新
潟
・
松
之
山
間
）

の
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
往
復
さ

れ
た
。

　
こ
の
事
業
（
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
松
里
地
区
留
山
ダ
ム
）
は
、
階

段
状
の
天
水
田
で
あ
る
た
め
、
か
ん

ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
松
里
地
区

の
三
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
関
係
農
家

二
七
〇
戸
）
の
水
源
確
保
と
圃
場
整

備
を
し
機
械
化
に
よ
る
労
力
の
節
約

で
、
農
家
の
近
代
化
と
生
産
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
に
取
付
道
路

や
仮
設
工
事
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
本
年
度
か
ら
ダ
ム
本
体
（
堤
体
）

の
工
事
が
始
ま
り
、
今
年
は
堤
高
が

約
五
メ
ー
タ
ー
く
ら
い
ま
で
出
来
る

予
定
で
す
。

　
こ
の
ダ
ム
は
「
中
心
コ
ア
ー
型
フ

ィ
ル
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
る
型
式
で
、

堤
高
二
八
．
八
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
一

三
五
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
量
四
二

万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
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縫
製
工
場
の
進
出
内
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
業
開
始
は
1
0
月

　
町
と
企
業
間
で
工
場
の
進
出
に
つ

い
て
話
合
い
の
結
果
こ
の
程
大
筋
で

合
意
に
達
し
、
三
省
工
業
団
地
に
縫

製
工
場
が
進
出
す
る
こ
と
に
内
定
し

ま
し
た
。

　
貸
与
す
る
建
物
（
工
場
）
の
改
造

問
題
や
企
業
の
事
前
審
査
問
題
等
が

残
っ
て
い
ま
す
が
十
月
操
業
開
始
を

目
標
に
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
五
日
議
会
産
業
経
済
委

員
会
を
開
き
、
三
省
工
業
団
地
内
に

あ
る
車
庫
（
約
二
二
〇
㎡
）
を
改
造

し
て
貸
与
す
る
た
め
早
急
に
業
者
に

設
計
委
託
し
て
臨
時
議
会
に
追
加
補

正
予
算
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　
こ
の
企
業
は
、
栃
木
県
足
利
市
に

本
社
が
あ
る
川
岸
縫
製
（
女
性
肌
着

メ
ー
カ
ー
）
で
六
日
町
に
も
工
場
が

あ
り
、
本
社
、
六
日
町
工
場
と
も
従

業
員
数
は
二
十
名
程
度
の
有
限
会
社

で
す
が
、
公
害
発
生
の
恐
れ
も
な
く
、

将
来
的
に
も
安
定
性
の
あ
る
企
業
で

す
。

　
企
業
側
で
は
、
二
十
名
位
の
雇
用

を
見
込
む
も
の
で
、
七
月
上
旬
部
落
総

代
さ
ん
を
通
じ
て
供
給
労
働
力
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
十
五
名
程
の
就
業
希

望
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
員
の
確

保
に
も
見
通
し
が
つ
き
会
社
で
は
七

月
中
旬
男
性
一
名
、
女
性
四
名
を
採

用
し
て
指
導
者
養
成
員
と
い
う
こ
と

で
六
日
町
工
場
で
指
導
を
お
こ
な
う

な
ど
、
準
備
に
の
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
厳
し
い
財
政
の
中
、
建
物
の

改
造
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
が
、

人
口
の
流
出
が
続
く
な
か
で
「
地
元

就
業
の
場
」
を
望
む
声
が
年
々
高
ま

っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
企
業
の
進
出

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
就
業
希
望
者
が
あ
り
ま
し
た
ら

ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
の

職
業
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
三
省
工
業
団
地
は
「
兼
業
農
家
の

収
入
確
保
お
よ
び
農
村
工
業
の
発
展

は
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら

農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
事
業
に
基

づ
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
土
地
の

買
収
、
五
十
三
年
度
に
敷
地
の
造
成

を
行
な
い
、
二
万
五
千
㎡
の
分
譲
可

能
面
積
の
工
場
用
地
を
確
保
し
て
工

業
誘
致
に
そ
な
え
て
い
た
も
の
で
す
。

入
札
結
果

▽
建
第
十
九
号
・
栗
の
木
橋
架
換

　
工
事
、
取
付
道
路
九
三
メ
ー
ト
ル

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
四
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
号
・
災
害
復
旧
工
事

　
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
一
号
・
災
害
復
旧
工
事

　
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
八
五
万
円

七
　
月

▽
振
第
六
号
・
林
道
上
蝦
池
線
（
舗
装
）

　
上
蝦
池
地
内
　
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

　
福
田
道
路
㈱
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▽
産
第
六
号
、
・
県
単
農
業
生
産
基
盤

　
整
備
、
曽
根
地
区
土
地
改
良

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
、
九
三
〇
万
円

▽
産
第
七
号
・
団
体
営
か
ん
が
い
排

　
水
、
松
里
第
一
地
区
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

撫
／

▽
産
第
八
号
・
団
体
営
か
ん
が
い

　
排
水
、
松
里
第
二
地
区
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
八
八
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

▽
産
第
九
号
・
農
村
基
盤
総
合
整

　
備
・
湯
之
島
地
区
ホ
場
整
備

　
飯
塚
建
設
　
一
、
三
六
〇
万
円

▽
産
第
十
号
・
団
体
営
地
す
べ
り

関
連
、
天
水
越
地
区
第
四
次
工
事

　
高
橋
組
　
　
二
、
七
八
○
万
円
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「堀切菖蒲園」初の分園

一　　　　毒・嚢蕪

｝
博

1”“II”1”””“II昭和58年

町
の
木

コ
フ
ナ
」
1
0
月
下
旬

葛
飾
の
青
戸
公
園
に

　
東
京
の
堀
切
菖
蒲
園
か
ら
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
と
ア
ヤ
メ
八
百
株
が
七
月
十

五
日
、
大
厳
寺
高
原
に
移
植
さ
れ
、

初
の
分
園
が
出
来
ま
し
た
。

　
大
厳
寺
高
原
、
不
動
池
の
自
生
し

て
い
る
シ
ョ
ウ
ブ
の
脇
に
造
成
し
た

分
園
地
で
午
前
九
時
葛
飾
区
の
小
高

公
園
維
持
係
長
さ
ん
か
ら
松
之
山
町

長
に
紅
白
の
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
菖
蒲

の
株
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
葛
飾
の
公
園
担
当
者
か
ら
植
え
方

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
町
長
・
教
育

長
・
松
里
小
学
校
五
・
六
年
生
三
十

三
名
が
“
り
っ
ぱ
な
花
が
咲
く
よ
う

に
”
と
の
願
い
を
こ
め
な
が
ら
、
一

株
づ
つ
記
念
の
移
植
を
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
葛
飾
区
の
四
人
と
町
振
興

課
職
員
が
残
り
の
株
を
一
日
が
か
り

で
植
え
ま
し
た
。

　
移
植
さ
れ
た
株
は
、
ア
ヤ
メ
五
百

株
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
三
百
株
で
、
江

戸
し
ょ
う
ぶ
の
「
五
月
晴
」
白
地
に

う
す
紅
ぼ
か
し
平
咲
き
と
な
る
美
し

い
六
英
咲
き
や
「
御
所
遊
び
」
う
す

青
ぼ
か
し
に
紅
紫
筋
入
り
極
大
輪
の

三
英
咲
き
な
ど
四
十
種
類
。

　
堀
切
菖
蒲
園
で
は
水
道
の
水
と
化

学
肥
料
を
使
っ
て
い
る
が
、
大
厳
寺

の
分
園
地
で
は
ま
わ
り
の
環
境
も
よ

く
、
雪
解
け
水
の
自
然
水
と
堆
肥
で

育
て
れ
ば
東
京
の
花
よ
り
色
鮮
や
か

に
咲
き
、
大
き
な
池
も
あ
る
の
で
本

園
よ
り
り
っ
ぱ
な
菖
蒲
園
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
と
、
葛
飾
区
役
所
の
小

高
係
長
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
堀
切
の
花
菖
蒲
は
、
か
つ
て
江
戸

名
所
の
一
つ
と
し
て
広
重
や
豊
国
の

錦
絵
、
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
全
国
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
に
は

面
積
八
千
㎡
の
場
所
に
二
百
余
種
約

六
千
株
の
花
菖
蒲
が
絢
を
競
っ
て
い

ま
す
。

　
菖
蒲
の
お
礼
と
し
て
葛
飾
区
役
所

近
く
の
青
戸
公
園
に
十
月
下
旬
町
の

木
「
ブ
ナ
」
（
直
径
十
㎝
位
）
が
増
ら

れ
、
ま
た
ブ
ナ
の
木
の
間
に
は
松
之

山
の
野
草
も
移
植
し
「
松
之
山
の
森

」
を
つ
く
る
計
画
で
す
。
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何
れ
が
あ
や
め
か
か
き
つ
ば
た

　
東
京
都
葛
飾
区
の
堀
切
菖
蒲
園
の

松
之
山
分
園
が
去
る
七
月
十
五
日
に

大
厳
寺
高
原
に
出
来
ま
し
た
こ
と
は

新
聞
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
、
区
の
公
園
課
の

小
高
係
長
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

を
ご
披
露
し
ま
し
ょ
う
。

　
五
月
の
端
午
の
節
句
に
し
ょ
う
ぶ

湯
な
ど
に
用
い
る
シ
ョ
ウ
ブ
は
さ
と

い
も
科
で
、
あ
や
め
科
の
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
、
ア
ヤ
メ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
等
と

は
全
く
異
質
の
も
の
で
、
に
お
い
は

あ
る
け
れ
ど
花
は
咲
か
な
い
も
の
だ

そ
う
で
す
。
シ
ョ
ウ
ブ
は
尚
武
に
か

村

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
さ
と
い

も
科
と
は
芋
侍
み
た
い
で
ち
ょ
っ
と

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
咲
き
方
に
は
三

弁
咲
き
、
六
弁
咲
き
、
多
弁
咲
き
、

獅
子
（
し
し
）
咲
き
な
ど
色
々
あ
り

ま
す
が
、
松
之
山
の
黄
色
の
花
弁
は

堀
切
の
本
園
に
は
な
い
と
い
う
の
で

少
し
持
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
ま
た

大
厳
寺
の
現
在
あ
る
の
は
野
生
の
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
い
う
よ
り
も
カ
キ
ツ

バ
タ
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
の
で
研

究
材
料
と
し
て
こ
れ
も
少
し
公
園
課

の
皆
さ
ん
は
東
京
へ
持
ち
帰
り
ま
し

山
　
政
光

鴨ぺ

た
。
　
開
花
時
期
は
東
京
と
松
之
山
で
は

少
し
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ヤ
メ

が
一
番
早
く
、
次
が
カ
キ
ツ
バ
タ
、

最
後
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
く
順
番

は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
表
は
三
種
の
区
別
方
法
の
一

覧
表
で
す
。
皆
さ
ん
の
庭
先
や
池
畔

に
咲
く
花
は
ど
れ
に
当
る
か
、
来
年

の
開
花
時
期
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
わ
が
国
で
は
、
検
察
官
だ
け
が

被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
る
か
、
カ

け
な
い
カ
（
起
訴
か
、
不
起
訴
に

す
る
か
）
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
検
察
官
が
起
訴
し

た
事
件
に
つ
い
て
、

裁
判
所
が
チ
ェ
ッ
ク

で
き
ま
す
が
、
検
察

目
を
も
つ
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
被
害
者
な
ど
の

申
立
て
に
よ
り
検
察
官
が
事
件
を
不

起
訴
に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か

す
。　
こ
の
審
査
会
は
、
検
察
官
の
仕

事
に
国
民
の
あ
り
の
ま
ま
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
け
た
国
の

官
が
不
起
訴
に
し
た
事
件
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
で
は
、
全
く
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
に
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
例
え
ば
事
件
の
捜
査
が
不
十
分
で

あ
っ
た
り
　
事
件
の
判
断
を
誤
っ
た

り
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
審
査
し
ま

機
関
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ
。

費
〇
二
五
五
－
二
四

ー
五
一
六
〇

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

ハナショウブ ア　　ヤ　　メ カキツバタ
→＋“　　　　　ム
化　　　ナト 網　目　な　し 網　目　模様 網目なし、先尖る

花の色 しぼり紅紫白等 紫　　　白 紫

葉
主脈がはっきり

している
主脈不明瞭

幅広く軟らかい

感じ

花　　軸 中　　実 中　　空 中　　空
開花時期 5月下旬～6月 5月上・中旬 5月中・下旬

適　　地 湿地・乾　地 乾　　　地 湿地・浅水池

　
　
　
　
　
つ
る

あ
け
び
蔓
細
エ
教
室

　
公
民
館
で
は
、
手
づ
く
り
工
芸
教

室
と
し
て
、
あ
け
び
蔓
細
工
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
未
経
験
者
の
方
に
も
指
導
し
ま
す

の
で
、
あ
な
た
も
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
て
傑
作
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
希
望
者
は
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
材
料
の
、

あ
け
び
蔓
も
収
穫
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　
講
師
は
武
田
大
助
氏
（
大
島
村
・

田
麦
）
で
す
。
希
望
者
の
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
開
催
日
時
を
決
め
ま
す
。

隠
松
翰
引

8
月
鎖
竺
お
盆
休
み

　
　
　
2
7
日
（
土
）
　
指
定
休
日

□
う
ぶ
声

　
重
野
　
夕
子
（
上
蝦
池
・
信
幸
の
三
女
）

　
福
原
美
智
雄
（
天
水
越
・
正
明
の
三
男
）

　
鈴
木
　
正
彦
（
五
十
子
平
・
正
行
の
長
男
）

　
佐
藤
　
和
彦
（
天
水
越
・
春
夫
の
長
男
）

口
お
く
や
み

　
高
橋
　
　
實
㈹
（
天
水
島
・
倉
）

　
松
澤
　
保
雄
㈲
（
湯
山
・
坂
中
）

　
渡
邊
イ
サ
ミ
㈱
（
東
山
・
柿
の
木
）

　
村
山
　
チ
ヲ
㈲
（
松
之
山
・
前
）

15109　4
日日日日

211918
　　　日　日

292825
日　日　日

31
日

遺
族
会
代
議
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
総
会

消
防
地
区
想
定
演
習

堀
切
菖
蒲
園
の
分
園
大
厳
寺

高
原
に
出
来
る
。

総
合
検
診
（
2
2
日
ま
で
）

愛
知
県
旭
町
議
会
視
察

ス
キ
ー
場
建
設
委
員
会

慰
霊
祭

議
会
産
業
経
済
委
員
会

農
業
委
員
会
総
会

民
生
委
員
協
議
会

留
山
ダ
ム
定
礎
式

町
民
体
育
大
会
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「堀切菖蒲園」初の分園

一　　　　毒・嚢蕪

｝
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町
の
木

コ
フ
ナ
」
1
0
月
下
旬

葛
飾
の
青
戸
公
園
に

　
東
京
の
堀
切
菖
蒲
園
か
ら
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
と
ア
ヤ
メ
八
百
株
が
七
月
十

五
日
、
大
厳
寺
高
原
に
移
植
さ
れ
、

初
の
分
園
が
出
来
ま
し
た
。

　
大
厳
寺
高
原
、
不
動
池
の
自
生
し

て
い
る
シ
ョ
ウ
ブ
の
脇
に
造
成
し
た

分
園
地
で
午
前
九
時
葛
飾
区
の
小
高

公
園
維
持
係
長
さ
ん
か
ら
松
之
山
町

長
に
紅
白
の
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
菖
蒲

の
株
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
葛
飾
の
公
園
担
当
者
か
ら
植
え
方

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
町
長
・
教
育

長
・
松
里
小
学
校
五
・
六
年
生
三
十

三
名
が
“
り
っ
ぱ
な
花
が
咲
く
よ
う

に
”
と
の
願
い
を
こ
め
な
が
ら
、
一

株
づ
つ
記
念
の
移
植
を
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
葛
飾
区
の
四
人
と
町
振
興

課
職
員
が
残
り
の
株
を
一
日
が
か
り

で
植
え
ま
し
た
。

　
移
植
さ
れ
た
株
は
、
ア
ヤ
メ
五
百

株
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
三
百
株
で
、
江

戸
し
ょ
う
ぶ
の
「
五
月
晴
」
白
地
に

う
す
紅
ぼ
か
し
平
咲
き
と
な
る
美
し

い
六
英
咲
き
や
「
御
所
遊
び
」
う
す

青
ぼ
か
し
に
紅
紫
筋
入
り
極
大
輪
の

三
英
咲
き
な
ど
四
十
種
類
。

　
堀
切
菖
蒲
園
で
は
水
道
の
水
と
化

学
肥
料
を
使
っ
て
い
る
が
、
大
厳
寺

の
分
園
地
で
は
ま
わ
り
の
環
境
も
よ

く
、
雪
解
け
水
の
自
然
水
と
堆
肥
で

育
て
れ
ば
東
京
の
花
よ
り
色
鮮
や
か

に
咲
き
、
大
き
な
池
も
あ
る
の
で
本

園
よ
り
り
っ
ぱ
な
菖
蒲
園
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
と
、
葛
飾
区
役
所
の
小

高
係
長
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
堀
切
の
花
菖
蒲
は
、
か
つ
て
江
戸

名
所
の
一
つ
と
し
て
広
重
や
豊
国
の

錦
絵
、
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
全
国
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
に
は

面
積
八
千
㎡
の
場
所
に
二
百
余
種
約

六
千
株
の
花
菖
蒲
が
絢
を
競
っ
て
い

ま
す
。

　
菖
蒲
の
お
礼
と
し
て
葛
飾
区
役
所

近
く
の
青
戸
公
園
に
十
月
下
旬
町
の

木
「
ブ
ナ
」
（
直
径
十
㎝
位
）
が
増
ら

れ
、
ま
た
ブ
ナ
の
木
の
間
に
は
松
之

山
の
野
草
も
移
植
し
「
松
之
山
の
森

」
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

晦，90　“1”1”Ill”1””II
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何
れ
が
あ
や
め
か
か
き
つ
ば
た

　
東
京
都
葛
飾
区
の
堀
切
菖
蒲
園
の

松
之
山
分
園
が
去
る
七
月
十
五
日
に

大
厳
寺
高
原
に
出
来
ま
し
た
こ
と
は

新
聞
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
、
区
の
公
園
課
の

小
高
係
長
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

を
ご
披
露
し
ま
し
ょ
う
。

　
五
月
の
端
午
の
節
句
に
し
ょ
う
ぶ

湯
な
ど
に
用
い
る
シ
ョ
ウ
ブ
は
さ
と

い
も
科
で
、
あ
や
め
科
の
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
、
ア
ヤ
メ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
等
と

は
全
く
異
質
の
も
の
で
、
に
お
い
は

あ
る
け
れ
ど
花
は
咲
か
な
い
も
の
だ

そ
う
で
す
。
シ
ョ
ウ
ブ
は
尚
武
に
か

村

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
さ
と
い

も
科
と
は
芋
侍
み
た
い
で
ち
ょ
っ
と

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
咲
き
方
に
は
三

弁
咲
き
、
六
弁
咲
き
、
多
弁
咲
き
、

獅
子
（
し
し
）
咲
き
な
ど
色
々
あ
り

ま
す
が
、
松
之
山
の
黄
色
の
花
弁
は

堀
切
の
本
園
に
は
な
い
と
い
う
の
で

少
し
持
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
ま
た

大
厳
寺
の
現
在
あ
る
の
は
野
生
の
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
い
う
よ
り
も
カ
キ
ツ

バ
タ
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
の
で
研

究
材
料
と
し
て
こ
れ
も
少
し
公
園
課

の
皆
さ
ん
は
東
京
へ
持
ち
帰
り
ま
し

山
　
政
光

鴨ぺ

た
。
　
開
花
時
期
は
東
京
と
松
之
山
で
は

少
し
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ヤ
メ

が
一
番
早
く
、
次
が
カ
キ
ツ
バ
タ
、

最
後
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
く
順
番

は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
表
は
三
種
の
区
別
方
法
の
一

覧
表
で
す
。
皆
さ
ん
の
庭
先
や
池
畔

に
咲
く
花
は
ど
れ
に
当
る
か
、
来
年

の
開
花
時
期
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
わ
が
国
で
は
、
検
察
官
だ
け
が

被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
る
か
、
カ

け
な
い
カ
（
起
訴
か
、
不
起
訴
に

す
る
か
）
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
検
察
官
が
起
訴
し

た
事
件
に
つ
い
て
、

裁
判
所
が
チ
ェ
ッ
ク

で
き
ま
す
が
、
検
察

目
を
も
つ
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
被
害
者
な
ど
の

申
立
て
に
よ
り
検
察
官
が
事
件
を
不

起
訴
に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か

す
。　
こ
の
審
査
会
は
、
検
察
官
の
仕

事
に
国
民
の
あ
り
の
ま
ま
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
け
た
国
の

官
が
不
起
訴
に
し
た
事
件
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
で
は
、
全
く
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
に
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
例
え
ば
事
件
の
捜
査
が
不
十
分
で

あ
っ
た
り
　
事
件
の
判
断
を
誤
っ
た

り
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
審
査
し
ま

機
関
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ
。

費
〇
二
五
五
－
二
四

ー
五
一
六
〇

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

ハナショウブ ア　　ヤ　　メ カキツバタ
→＋“　　　　　ム
化　　　ナト 網　目　な　し 網　目　模様 網目なし、先尖る

花の色 しぼり紅紫白等 紫　　　白 紫

葉
主脈がはっきり

している
主脈不明瞭

幅広く軟らかい

感じ

花　　軸 中　　実 中　　空 中　　空
開花時期 5月下旬～6月 5月上・中旬 5月中・下旬

適　　地 湿地・乾　地 乾　　　地 湿地・浅水池

　
　
　
　
　
つ
る

あ
け
び
蔓
細
エ
教
室

　
公
民
館
で
は
、
手
づ
く
り
工
芸
教

室
と
し
て
、
あ
け
び
蔓
細
工
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
未
経
験
者
の
方
に
も
指
導
し
ま
す

の
で
、
あ
な
た
も
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
て
傑
作
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
希
望
者
は
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
材
料
の
、

あ
け
び
蔓
も
収
穫
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　
講
師
は
武
田
大
助
氏
（
大
島
村
・

田
麦
）
で
す
。
希
望
者
の
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
開
催
日
時
を
決
め
ま
す
。

隠
松
翰
引

8
月
鎖
竺
お
盆
休
み

　
　
　
2
7
日
（
土
）
　
指
定
休
日

□
う
ぶ
声

　
重
野
　
夕
子
（
上
蝦
池
・
信
幸
の
三
女
）

　
福
原
美
智
雄
（
天
水
越
・
正
明
の
三
男
）

　
鈴
木
　
正
彦
（
五
十
子
平
・
正
行
の
長
男
）

　
佐
藤
　
和
彦
（
天
水
越
・
春
夫
の
長
男
）

口
お
く
や
み

　
高
橋
　
　
實
㈹
（
天
水
島
・
倉
）

　
松
澤
　
保
雄
㈲
（
湯
山
・
坂
中
）

　
渡
邊
イ
サ
ミ
㈱
（
東
山
・
柿
の
木
）

　
村
山
　
チ
ヲ
㈲
（
松
之
山
・
前
）

15109　4
日日日日

211918
　　　日　日

292825
日　日　日

31
日

遺
族
会
代
議
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
総
会

消
防
地
区
想
定
演
習

堀
切
菖
蒲
園
の
分
園
大
厳
寺

高
原
に
出
来
る
。

総
合
検
診
（
2
2
日
ま
で
）

愛
知
県
旭
町
議
会
視
察

ス
キ
ー
場
建
設
委
員
会

慰
霊
祭

議
会
産
業
経
済
委
員
会

農
業
委
員
会
総
会

民
生
委
員
協
議
会

留
山
ダ
ム
定
礎
式

町
民
体
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適

　
　
　
　
を
快

　
　
　
　
夏

醜
．
．
¢

清
潔
な
わ
が
町

　
　
　
美
し
い
自
然
を
守
ろ
う

黍
｛
　
”

鑛
－
絵

　
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
も
い
ま
が
ピ
ー
タ

で
す
が
、
海
や
山
な
ど
観
光
地
に
着

い
て
み
る
と
、
そ
こ
ら
中
に
と
こ
ろ

か
ま
わ
ず
空
き
缶
が
投
げ
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く

の
楽
し
い
気
分
も
だ
い
な
し
で
す
。

　
こ
ん
な
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
、

あ
な
た
自
身
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か

つ
い
う
っ
か
り
と
空
き
缶
を
捨
て
て

し
ま
っ
た
と
い
う
覚
え
は
あ
り
ま
せ

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
音
防
止
を

　
夏
の
夜
、
暑
く
て
な
か
な
か
寝
つ

か
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
隣
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
ク
ー
ラ
ー
や
ピ
ア
ノ
、
カ

ラ
オ
ケ
の
音
が
、
イ
ラ
イ
ラ
感
を
ま

す
ま
す
増
幅
さ
せ
、
夏
の
近
隣
騒
音

問
題
が
、
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
音
楽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
心
地
よ

い
ピ
ア
ノ
の
音
色
や
カ
ラ
オ
ケ
の
騒

ぎ
も
、
勉
強
し
て
い
る
人
や
病
気
の

ん
か
。

　
「
一
度
く
ら
い
」
　
「
一
つ
だ
け
な

ら
」
と
軽
い
気
持
で
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
が
街
を
汚
し
、
自
然
を
損

な
い
”
空
き
缶
公
害
”
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
空
き
缶
の

“
ポ
イ
捨
て
”
は
、
省
資
源
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
点
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　
ア
ル
ミ
の
製
造
原
料
は
も
ち
ろ
ん

製
造
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
i
源
で
あ

人
、
仕
事
中
と
か
睡
眠
中
の
人
に
と

っ
て
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
近
隣

騒
音
の
被
害
者
に
な
る
と
同
時
に
加

害
者
に
も
な
り
う
る
、
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
で
す
。
大
勢
の
人
が
寄

り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
周
り
の
人

に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
心
く
ば

り
を
し
、
騒
音
の
発
生
源
に
な
ら
な

　
る
石
油
も
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

　
て
い
る
日
本
で
す
。

　
　
ア
ル
ミ
缶
は
比
較
的
容
易
に
再
生

　
で
き
、
新
し
く
製
造
す
る
場
合
の
二

　
十
七
分
の
一
の
電
気
で
す
み
ま
す
の

　
で
、
空
き
缶
を
回
収
し
て
再
資
源
化

　
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
が

　
け
、
清
潔
な
わ
が
町
、
美
し
い
自
然

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

、
．
㌔
，
．
…
…
f
妻
｝

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
近
所
付
き
合
い
も
、
ふ
だ
ん
か
ら

気
軽
に
「
ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
わ
よ
」

と
言
え
る
よ
う
な
関
係
を
保
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
何
か
問
題
が
生
じ

た
場
合
、
相
手
に
も
言
い
や
す
い
し

聞
く
側
も
ト
ゲ
ト
ゲ
し
く
な
ら
ず
、

謙
虚
な
気
持
ち
で
相
手
の
立
場
を
考

え
る
こ
と
が
、
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏

小
さ
な
気
く
ば
り

　
　
　
大
き
な
省
エ
ネ

　
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
を
便
利
に

快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
石
油
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
エ
ネ
ル
ギ
i
資
源
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
わ
た
し
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
守
る
た

め
に
も
”
限
り
あ
る
資
源
〃
を
大
切

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
豊
か
さ
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
わ
た

し
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
多
く
の
人
た
ち
の

協
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
が
ち
で
す
。
い
ま
、
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
日
本

の
半
分
に
も
満
た
な
い
エ
ネ
ル
ギ
i

消
費
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
国
の

人
々
や
、
も
っ
と
厳
し
い
生
活
条
件

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
次

の
世
代
へ
の
”
小
さ
な
気
く
ば
り
”

か
ら
行
わ
れ
る
省
エ
ネ
で
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
を
使
う
と
き
は
冷
や
し

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
テ
レ
ビ
を

時
計
代
わ
り
に
し
な
い
で
、
見
て
い

な
い
と
き
は
消
す
。
だ
れ
も
い
な
い

部
屋
の
電
灯
は
消
す
。
冷
蔵
庫
は
壁

か
ら
十
セ
ン
チ
以
上
離
し
て
置
く
ー

こ
う
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ
と
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
、
地
域
、
町
、

そ
し
て
国
全
体
と
な
っ
て
大
き
な
省

エ
ネ
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

　
八
月
は
例
年
、
電
力
消
費
量
が
ピ

ー
ク
に
達
す
る
時
期
で
す
。
　
“
チ
リ

も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
”
よ
う
に
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
“
気
く

ば
り
”
を
積
も
ら
せ
て
、
　
”
大
き
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
の
山
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
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シートベルト着用推進運動

日～31日18月

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

　
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
い
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
人
の
う
ち
八

人
ま
で
が
、
交
通
事
故
の
際
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
効
果
に
つ
い
て
、
死
者

や
重
傷
者
を
少
な
く
す
る
の
に
役
立

つ
と
総
理
府
の
世
論
調
査
で
答
え
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
率
は
低
く
、
高
速
道
路

で
は
運
転
者
、
助
手
席
同
乗
者
と
も

約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
道
路
で

は
わ
ず
か
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

　
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
着
用
し
な

い
、
そ
の
理
由
を
み
ま
す
と
「
面
倒

だ
か
ら
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
き

ゆ
う
く
う
だ
か
ら
」
　
「
わ
ず
ら
わ
し

い
か
ら
」
　
「
自
分
は
安
全
運
転
し
て

い
る
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
面
倒
だ
か
ら
、
わ
ず
ら
わ
し
い
か

ら
と
い
っ
て
、
一
つ
し
か
な
い
生
命

を
危
険
に
さ
ら
す
の
は
、
あ
ま
り
に

も
無
謀
で
す
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
数
秒
で
着
脱
で

　
き
ま
す
し
、
特
別
の
わ
ず
ら
わ
し

　
さ
や
束
縛
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
人
に
見
せ
る
た
め
に
ク
ル
マ
に
乗

　
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
　
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
の
必
要
性
を
よ
く
知
っ
て

　
い
る
人
だ
っ
た
ら
、
だ
れ
も
格
好

　
悪
い
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
。

○
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
ク
ル

　
マ
を
運
転
し
て
い
た
と
し
て
も
、

　
他
人
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
危

　
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○
衝
突
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
と
て

　
も
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
で
は
支
え

　
き
れ
ま
せ
ん
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

　
命
綱
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果

●
転
落
時
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶

し
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
自
力
で
脱
出
し
や
す
く
な
り
ま

す
。●
体
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
運
転
に
注
意
力
が
集
中
し
、

疲
労
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
夏
は
暑
さ
か
ら
く
る
心
身
の
疲
労

や
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
帰
省
の
機
会

も
多
く
な
り
、
例
年
、
交
通
事
故
が

増
加
す
る
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
八

月
の
一
か
月
間
、
全
国
的
に
『
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
』
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
際
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
何
よ
り
も
有
効
な
〃
命
綱
”
で
あ

る
こ
と
を
も
う
一
度
よ
く
考
え
、
ク

ル
マ
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
徹
底
し
た
い
も
の
で
す
。

　
”
安
全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
”
で
あ
り

“
命
綱
”
と
い
っ
て
も
い
い
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
効
果
を
、
こ
こ
で
も
う
一
度

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
衝
突
事
故
で
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

や
車
内
の
突
起
物
に
、
頭
部
や
胸
部

を
強
打
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
起

こ
る
車
外
放
出
を
防
ぎ
ま
す
。
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光
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投
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。
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す
。
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あ
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騒
音
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を

　
夏
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暑
く
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な
か
寝
つ

か
れ
な
い
と
こ
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に
、
隣
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
ク
ー
ラ
ー
や
ピ
ア
ノ
、
カ

ラ
オ
ケ
の
音
が
、
イ
ラ
イ
ラ
感
を
ま

す
ま
す
増
幅
さ
せ
、
夏
の
近
隣
騒
音

問
題
が
、
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
音
楽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
心
地
よ

い
ピ
ア
ノ
の
音
色
や
カ
ラ
オ
ケ
の
騒

ぎ
も
、
勉
強
し
て
い
る
人
や
病
気
の

ん
か
。

　
「
一
度
く
ら
い
」
　
「
一
つ
だ
け
な

ら
」
と
軽
い
気
持
で
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
が
街
を
汚
し
、
自
然
を
損

な
い
”
空
き
缶
公
害
”
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
空
き
缶
の

“
ポ
イ
捨
て
”
は
、
省
資
源
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
点
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　
ア
ル
ミ
の
製
造
原
料
は
も
ち
ろ
ん

製
造
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
i
源
で
あ

人
、
仕
事
中
と
か
睡
眠
中
の
人
に
と

っ
て
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
近
隣

騒
音
の
被
害
者
に
な
る
と
同
時
に
加

害
者
に
も
な
り
う
る
、
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
で
す
。
大
勢
の
人
が
寄

り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
周
り
の
人

に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
心
く
ば

り
を
し
、
騒
音
の
発
生
源
に
な
ら
な

　
る
石
油
も
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

　
て
い
る
日
本
で
す
。

　
　
ア
ル
ミ
缶
は
比
較
的
容
易
に
再
生

　
で
き
、
新
し
く
製
造
す
る
場
合
の
二

　
十
七
分
の
一
の
電
気
で
す
み
ま
す
の

　
で
、
空
き
缶
を
回
収
し
て
再
資
源
化

　
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
が

　
け
、
清
潔
な
わ
が
町
、
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し
い
自
然

　
を
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ま
し
ょ
う
。
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。
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に
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ち
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と
う
る
さ
い
わ
よ
」

と
言
え
る
よ
う
な
関
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を
保
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
何
か
問
題
が
生
じ

た
場
合
、
相
手
に
も
言
い
や
す
い
し

聞
く
側
も
ト
ゲ
ト
ゲ
し
く
な
ら
ず
、

謙
虚
な
気
持
ち
で
相
手
の
立
場
を
考

え
る
こ
と
が
、
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏

小
さ
な
気
く
ば
り

　
　
　
大
き
な
省
エ
ネ

　
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
を
便
利
に

快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
石
油
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
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ま
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エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
エ
ネ
ル
ギ
i
資
源
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
わ
た
し
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
守
る
た

め
に
も
”
限
り
あ
る
資
源
〃
を
大
切

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
豊
か
さ
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
わ
た

し
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
多
く
の
人
た
ち
の

協
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
が
ち
で
す
。
い
ま
、
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
日
本

の
半
分
に
も
満
た
な
い
エ
ネ
ル
ギ
i

消
費
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
国
の

人
々
や
、
も
っ
と
厳
し
い
生
活
条
件

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
次

の
世
代
へ
の
”
小
さ
な
気
く
ば
り
”

か
ら
行
わ
れ
る
省
エ
ネ
で
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
を
使
う
と
き
は
冷
や
し

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
テ
レ
ビ
を

時
計
代
わ
り
に
し
な
い
で
、
見
て
い

な
い
と
き
は
消
す
。
だ
れ
も
い
な
い

部
屋
の
電
灯
は
消
す
。
冷
蔵
庫
は
壁

か
ら
十
セ
ン
チ
以
上
離
し
て
置
く
ー

こ
う
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ
と
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
、
地
域
、
町
、

そ
し
て
国
全
体
と
な
っ
て
大
き
な
省

エ
ネ
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

　
八
月
は
例
年
、
電
力
消
費
量
が
ピ

ー
ク
に
達
す
る
時
期
で
す
。
　
“
チ
リ

も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
”
よ
う
に
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
“
気
く

ば
り
”
を
積
も
ら
せ
て
、
　
”
大
き
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
の
山
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

No．90　　””lll”””Il”Il1””II”1”【7】1””III”””1””””””1”””1”1”III”1“III””lll””ll”1”1”1”II”””II””ll”“”1“II”1“1”II””””””II”ll”II””1”1”1””1”III”lll広報まつのやま

シートベルト着用推進運動

日～31日18月

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

　
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
い
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
人
の
う
ち
八

人
ま
で
が
、
交
通
事
故
の
際
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
効
果
に
つ
い
て
、
死
者

や
重
傷
者
を
少
な
く
す
る
の
に
役
立

つ
と
総
理
府
の
世
論
調
査
で
答
え
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
率
は
低
く
、
高
速
道
路

で
は
運
転
者
、
助
手
席
同
乗
者
と
も

約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
道
路
で

は
わ
ず
か
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

　
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
着
用
し
な

い
、
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ら
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
き
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」
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し
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」
　
「
自
分
は
安
全
運
転
し
て

い
る
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
な
ど

と
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て
い
ま
す
。

　
面
倒
だ
か
ら
、
わ
ず
ら
わ
し
い
か

ら
と
い
っ
て
、
一
つ
し
か
な
い
生
命

を
危
険
に
さ
ら
す
の
は
、
あ
ま
り
に

も
無
謀
で
す
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
数
秒
で
着
脱
で

　
き
ま
す
し
、
特
別
の
わ
ず
ら
わ
し

　
さ
や
束
縛
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
人
に
見
せ
る
た
め
に
ク
ル
マ
に
乗

　
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
　
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
の
必
要
性
を
よ
く
知
っ
て

　
い
る
人
だ
っ
た
ら
、
だ
れ
も
格
好

　
悪
い
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
。

○
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
ク
ル

　
マ
を
運
転
し
て
い
た
と
し
て
も
、

　
他
人
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
危

　
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○
衝
突
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
と
て

　
も
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
で
は
支
え

　
き
れ
ま
せ
ん
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

　
命
綱
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果

●
転
落
時
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶

し
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
自
力
で
脱
出
し
や
す
く
な
り
ま

す
。●
体
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
運
転
に
注
意
力
が
集
中
し
、

疲
労
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
夏
は
暑
さ
か
ら
く
る
心
身
の
疲
労

や
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
帰
省
の
機
会

も
多
く
な
り
、
例
年
、
交
通
事
故
が

増
加
す
る
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
八

月
の
一
か
月
間
、
全
国
的
に
『
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
』
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
際
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
何
よ
り
も
有
効
な
〃
命
綱
”
で
あ

る
こ
と
を
も
う
一
度
よ
く
考
え
、
ク

ル
マ
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
徹
底
し
た
い
も
の
で
す
。

　
”
安
全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
”
で
あ
り

“
命
綱
”
と
い
っ
て
も
い
い
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
効
果
を
、
こ
こ
で
も
う
一
度

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
衝
突
事
故
で
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

や
車
内
の
突
起
物
に
、
頭
部
や
胸
部

を
強
打
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
起

こ
る
車
外
放
出
を
防
ぎ
ま
す
。
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贈らない・求めない・受けとらない

町
長
・
町
陥
会
議
員
選

　
　
　
　
　
　
告
示
8
月
2
1
日
・

　
選
挙
運
動
は
届
出
の
日
か
ら

　
選
挙
運
動
は
、
各
選
挙
に
つ
い
て

立
候
補
の
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
で
な
け
れ
ば
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
立
候
補
届

出
前
の
す
べ
て
の
選
挙
運
動
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
立
候
補
届
出
前
で
あ
っ

て
も
、
立
候
補
準
備
行
為
、
選
挙
運

動
の
準
備
行
為
、
政
治
活
動
、
地
盤

培
養
行
為
、
後
援
会
活
動
、
社
会
的

行
為
は
、
原
則
と
し
て
選
挙
運
動
で

は
な
い
の
で
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
候
補
準
備
行
為
と
は

　
政
党
の
公
認
を
求
め
る
行
為
、
立

候
補
の
瀬
踏
行
為
、
候
補
者
選
考
会
、

推
薦
会
の
開
催
、
供
託
物
を
供
託
す

る
行
為
は
、
特
定
の
候
補
者
の
当
選

を
得
る
た
め
に
選
挙
人
に
働
き
か
け

る
行
為
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
候
補

者
及
び
そ
の
支
持
者
グ
ル
ー
プ
内
の

行
為
又
は
選
挙
運
動
着
手
前
の
手
続

的
な
行
為
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

選
挙
運
動
を
始
め
る
の
に
当
然
必
要

な
行
為
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

選
挙
運
動
の
準
備
行
為
と
は

　
選
挙
事
務
所
・
自
動
車
・
拡
声
機

の
借
入
れ
の
内
交
渉
・
立
札
・
看
板
・

ち
ょ
う
ち
ん
の
類
を
作
成
し
て
お
く

行
為
・
選
挙
運
動
費
用
の
調
達
行
為
・

選
挙
運
動
費
用
の
調
達
行
為
は
、
選

挙
運
動
の
準
備
行
為
で
あ
っ
て
、
選

挙
運
動
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
活
動
と
は

投
票
8
月
2
8
日

　
政
治
活
動
と
は
、
政
治
上
の
目
的

を
も
っ
て
行
わ
れ
る
諸
行
為
か
ら
、

特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
図
る
た
め

に
行
う
選
挙
運
動
に
わ
た
る
行
為
を

除
外
し
た
一
切
の
行
為
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
個
人
又
は
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
等
に
よ
る
政
策
の

普
及
宣
伝
、
党
勢
拡
張
等
の
活
動
、

例
え
ば
議
会
報
告
演
説
会
、
時
局
批

判
講
演
会
の
開
催
、
議
会
報
告
の

領
布
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は

選
挙
運
動
で
は
な
く
政
治
活
動
で
あ

る
た
め
、
原
則
と
し
て
自
由
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
盤
培
養
行
為
と
は

　
あ
る
選
挙
区
を
地
盤
と
す
る
者
が

平
生
か
ら
選
挙
民
に
接
触
し
、
自
己

の
政
見
そ
の
他
を
選
挙
民
に
周
知
さ

せ
る
等
の
行
為
は
、
た
と
え
将
来
の

立
候
補
に
備
え
る
目
的
で
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
も
一
般
に
は
選
挙
運

動
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と

し
て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
援
会
活
動
と
は

　
あ
る
政
治
家
の
後
援
会
の
会
員
募

集
、
発
会
式
、
総
会
の
開
催
等
の
後

援
会
活
動
が
、
そ
の
政
治
家
の
人
格

敬
慕
又
は
、
政
治
的
勢
力
の
擁
護
の

た
め
の
行
事
の
開
催
で
あ
る
限
り
に

お
い
て
は
、
そ
れ
は
一
種
の
政
治
活

動
で
あ
り
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て

は
政
治
家
の
地
盤
培
養
行
為
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
原
則
と
し

て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
交
的
行
為
と
は

　
年
賀
、
暑
中
見
舞
そ
の
他
の
あ
い

さ
つ
等
の
社
交
的
な
行
為
は
、
通
常

の
時
期
、
内
容
に
よ
り
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
方
法
で
行
わ
れ
る
限
り

選
挙
運
動
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
、

原
則
と
し
で
自
由
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
で
き
る
選
挙
蓮
動

▽
個
々
面
接

　
商
店
、
病
院
等
に
お
い
て
、
そ
こ

の
店
員
、
医
師
等
が
来
客
者
に
対
し

て
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
街
頭
で
会

っ
た
人
や
、
バ
ス
、
電
車
、
デ
ハ
ー

ト
の
中
で
出
会
っ
た
知
人
等
に
対
し

て
投
票
の
依
頼
を
す
る
行
為
を
い
い

自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
電
話
に
よ
る
選
挙
蓮
動

　
電
話
で
選
挙
人
ひ
と
り
一
人
に
投

票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
誰
で
も
自

由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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収でど　　さにる投訪
’投一戸れ関よ票問戸戸
利票般別てす　う　をし別

鶏舗踵舘蒲別
導がのはす法為せ票と

難
・』熱

灘
灘
懸

のめる　も
者に行つ署選

霧欝離
会りい数と関

繋
鱒
鼻
、
l
l

灘▽　　▽▽▽▽▽▽▽▽いす
　車説候放選気飲人選戸まべ原
　上会補送挙勢食気挙別すて則
　の　　者設運を物投に訪　。のと
　選　　以備動張の票関問　　者し
　挙　　外ののる提のす　　　にて

そなと　’o途をなをは　訪
のさど選　　行いい依　’

槻嫉奮槽馨問
違たいの　　し選にた人

幾、

2，彪

鍵
籍
趨

加　”かは　す
入直投ら　’る
等難蒼歪署
そ求頼をの名

運　　の利た行供公る　　　対次
動　　者用め為　　表署　　　　しの
　　が　　の　　　　　名　　　　てよ
　　開　　連　　　　　運　　　　禁う
　　催　　呼　　　　　動　　　　止な

反めと自　　て挙依りの
行　’こ宅　　禁運頼又家
為買ろな　　止動すはを

のや等収目　運
名壁の集的動
目疋たすを

す　　行　　　　　　　　　　さ行
る　　為　　　　　　　　　　れ為
演　　　　　　　　　　　　　ては

含会宅　　も除さし及す由を羅
ま社を戸の去れさびい　’行
れや訪別でするに選と公う”
’工問訪するた堪挙い正機
ま場す問　。た。めえ人うを会．
た等るは　　め　’なと幣害を
’を場　’　にこいも害すつ
二訪合必　　禁れ等にのるく、
戸問だず　　止らのそほ犯り
以すけし　　さの幣のか罪　’
上るでも　　れ不害わ　’が選
を場な選　　て正がず候起挙・
訪合く挙　　い等予ら補りの礫
問も　’人　　るを想わ者や自

蘇
遜
構
灘
羅
』
辮
馨
蟹懸
雛
灘
綴
欝
鼎
罷
漏
　
一
難
縷

そ止戸る　　てが1「1
れの別のこい何
が脱訪はのまで』
あ法問ず署すあ　、

糞諺。1
需て連讐禁　わ
　行呼　　止　　ず
　わ行薯さ　禁
　れ為くれ　　止
　るの　　　て　　　さ
　お禁ζい　れ

動し選は　　れを用のの
員1く挙す飲て軽の不提選　飲
や行運べ食いく増正供挙　食

熱瓢欝葛響鱗物
者り関人提・た防のいは　の
に　’すに供　　めぎほや　’提
対候るつが　も　’カ1すそ　供
し補こい禁　　あ候　　いも
’者とて止　　つ補選たそ
慰がをでさ　　て者挙めも
労選動あれ　　禁の運　’飲
す挙機り　る　　止負動選食
る運と　’の　　さ担費挙物

滴。綴蹴。難ε、

い戸めて戸体のすは　　問す
馨蝶

て気又き ▽にげ者動供通　　供い運限目
ま別　’行別の氏る演ま　しる
す訪いわ訪名名行説たた目
。問かれ問称又為を　’場的
　となる，のをはや行戸合を
　みるこ一言政戸う別もも
　な方と種い党別こに含つ

難
灘
ま
詠
灘
醐
奪
驚

必投は者選　人
ず票結を誉気
鍵暑蕪投
公の公すし　票
正方表るて　の

津
、
ξ
撃

選限るに員す常たすわ動ら的
挙り制対やる用だるゆ員ずで
運　’限し選こいしこるに　’飲
動許に　’挙と　ら　’と陣対第食
員さ従選運やれ湯も中し三物
やれつ挙動　’る茶違見　’者を

さ法がのあそにと演まて
れで予脱るの特に説れ一
禁す想法く他定つ会ま戸

藁
難

で法す△’公
編歪輪表

労てて期に候程及反舞激が提
務い提間使補度びにな励候供
者ま供中用者のこなどす補す

止るさ行行ののいのすの 蕪と機と票に にすすにすが菓れりのる者る
さ場れ為為政候て開　。み はにはの就 対　。る次る選子にま形たや場
れ合るとは治補告催　　を灘いお　’経く し　　もに労挙を伴すでめ選合
てもたし　’団者知又　　訪舞 えい人過べ て　　の掲務運提い　。提に挙に

、

灘㈱　　　　　耀轍潔璽灘號欝灘鷺購、澱灘

▽　　　　止わい者と 止ら多し　さず ▽　　　　　　▽

や選寄　さずかはな公候
お挙附　れ　’な　’ろ職補

難差購灘導
贈人　り　すすを内る者　の
つに　禁　　。重もに者　’寄

騨砦　Σ召論附
”　れ　　がす人職の　の
銭お　る　　一るにに候禁

耽例　編鷺響止

羅
議
譲
麟
灘
無
羅
嚢
萎
塾
，
“
例
］
蕪
鑛
灘
謹
醗

さずいいせ　’搬
れ何のこるま　叢
て人でと　と　し
いも　’でい鮭霧．
ま　こ新はう
すれ聞なここ
。を紙く　とれ．
　す又　’はを懲
　るは逆決選一
　こ雑にし挙1叢
　と誌幣てに難
　はに害好反欝
　禁限がま映繋．
■
毎

あ数かえ一事四弁る理弁こ選
るをらるを務十当弁す当と挙
こ乗選）増所五の当るの　。事
と　じ挙にすが食数料選価　　務
。て期選ご一分はの挙格　　所
　得日挙と　を＿候範管は　　に
　たの期に超設補囲理　’　お
　数前日十え置者内委当　　い
　の日の八るで一で員該　　て
　範ま告食場き人あ会選　　提
　囲で示分合る当るが挙　　供
　内ののをは選たこ定を　　す
　で日日加　’挙り菟め管　　る

繕棄難…継蹴　　　　　　　灘懲欝5． 鞭、羅瀟

　　　※　　　　　▽　　　▽　　　▽
る　しで候区入公銭選祝選入・灘
こてな補内り職や挙儀挙学
と　’く者ののの酒区を区祝
が寄　’が人力候な内出内な懸
禁附何寄にレ補どのすのど，羅
止の人附贈ン者を祭こ人を　溌
さ勧もをるダが寄りとに贈・
れ誘候すこ　i　’附や　。対る
て　’補るとな名す催　　しこ
い要者こ　。ど前るし　　。と
ま求等と　　をやこ物　　香　。・R
すをにだ　　選写とに　　典
。す対け　　挙真　o金　　や

懸
罎
講
蕪
隷
肺

蕪糠鱗雛萎馨
ま動育里学さて　冗公公　選　　計び具　関　禁
すを上　’校れ選職公共社　挙警検職　　　係　止
。すの生のて挙員社団等　　運察査員選　　者　さ
　る地徒長い運は等体の　　勲實官　’挙　　お　れ
　こ位及及ま動　’のの役　　が　　　’裁管　　よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　とをびびすをそ公公職　　禁収公判理　　び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　が利学教　oすの社務景　　止税安官委　　在　る
　禁用生員　　る地公員　　　　さ官委　’員　　職　者
　止しには　　こ位団　’国　　れ等員検会　　中
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贈らない・求めない・受けとらない

町
長
・
町
陥
会
議
員
選

　
　
　
　
　
　
告
示
8
月
2
1
日
・

　
選
挙
運
動
は
届
出
の
日
か
ら

　
選
挙
運
動
は
、
各
選
挙
に
つ
い
て

立
候
補
の
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
で
な
け
れ
ば
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
立
候
補
届

出
前
の
す
べ
て
の
選
挙
運
動
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
立
候
補
届
出
前
で
あ
っ

て
も
、
立
候
補
準
備
行
為
、
選
挙
運

動
の
準
備
行
為
、
政
治
活
動
、
地
盤

培
養
行
為
、
後
援
会
活
動
、
社
会
的

行
為
は
、
原
則
と
し
て
選
挙
運
動
で

は
な
い
の
で
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
候
補
準
備
行
為
と
は

　
政
党
の
公
認
を
求
め
る
行
為
、
立

候
補
の
瀬
踏
行
為
、
候
補
者
選
考
会
、

推
薦
会
の
開
催
、
供
託
物
を
供
託
す

る
行
為
は
、
特
定
の
候
補
者
の
当
選

を
得
る
た
め
に
選
挙
人
に
働
き
か
け

る
行
為
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
候
補

者
及
び
そ
の
支
持
者
グ
ル
ー
プ
内
の

行
為
又
は
選
挙
運
動
着
手
前
の
手
続

的
な
行
為
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

選
挙
運
動
を
始
め
る
の
に
当
然
必
要

な
行
為
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

選
挙
運
動
の
準
備
行
為
と
は

　
選
挙
事
務
所
・
自
動
車
・
拡
声
機

の
借
入
れ
の
内
交
渉
・
立
札
・
看
板
・

ち
ょ
う
ち
ん
の
類
を
作
成
し
て
お
く

行
為
・
選
挙
運
動
費
用
の
調
達
行
為
・

選
挙
運
動
費
用
の
調
達
行
為
は
、
選

挙
運
動
の
準
備
行
為
で
あ
っ
て
、
選

挙
運
動
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
活
動
と
は

投
票
8
月
2
8
日

　
政
治
活
動
と
は
、
政
治
上
の
目
的

を
も
っ
て
行
わ
れ
る
諸
行
為
か
ら
、

特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
図
る
た
め

に
行
う
選
挙
運
動
に
わ
た
る
行
為
を

除
外
し
た
一
切
の
行
為
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
個
人
又
は
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
等
に
よ
る
政
策
の

普
及
宣
伝
、
党
勢
拡
張
等
の
活
動
、

例
え
ば
議
会
報
告
演
説
会
、
時
局
批

判
講
演
会
の
開
催
、
議
会
報
告
の

領
布
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は

選
挙
運
動
で
は
な
く
政
治
活
動
で
あ

る
た
め
、
原
則
と
し
て
自
由
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
盤
培
養
行
為
と
は

　
あ
る
選
挙
区
を
地
盤
と
す
る
者
が

平
生
か
ら
選
挙
民
に
接
触
し
、
自
己

の
政
見
そ
の
他
を
選
挙
民
に
周
知
さ

せ
る
等
の
行
為
は
、
た
と
え
将
来
の

立
候
補
に
備
え
る
目
的
で
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
も
一
般
に
は
選
挙
運

動
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と

し
て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
援
会
活
動
と
は

　
あ
る
政
治
家
の
後
援
会
の
会
員
募

集
、
発
会
式
、
総
会
の
開
催
等
の
後

援
会
活
動
が
、
そ
の
政
治
家
の
人
格

敬
慕
又
は
、
政
治
的
勢
力
の
擁
護
の

た
め
の
行
事
の
開
催
で
あ
る
限
り
に

お
い
て
は
、
そ
れ
は
一
種
の
政
治
活

動
で
あ
り
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て

は
政
治
家
の
地
盤
培
養
行
為
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
原
則
と
し

て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
交
的
行
為
と
は

　
年
賀
、
暑
中
見
舞
そ
の
他
の
あ
い

さ
つ
等
の
社
交
的
な
行
為
は
、
通
常

の
時
期
、
内
容
に
よ
り
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
方
法
で
行
わ
れ
る
限
り

選
挙
運
動
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
、

原
則
と
し
で
自
由
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
で
き
る
選
挙
蓮
動

▽
個
々
面
接

　
商
店
、
病
院
等
に
お
い
て
、
そ
こ

の
店
員
、
医
師
等
が
来
客
者
に
対
し

て
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
街
頭
で
会

っ
た
人
や
、
バ
ス
、
電
車
、
デ
ハ
ー

ト
の
中
で
出
会
っ
た
知
人
等
に
対
し

て
投
票
の
依
頼
を
す
る
行
為
を
い
い

自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
電
話
に
よ
る
選
挙
蓮
動

　
電
話
で
選
挙
人
ひ
と
り
一
人
に
投

票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
誰
で
も
自

由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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収でど　　さにる投訪
’投一戸れ関よ票問戸戸
利票般別てす　う　をし別

鶏舗踵舘蒲別
導がのはす法為せ票と

難
・』熱

灘
灘
懸

のめる　も
者に行つ署選

霧欝離
会りい数と関

繋
鱒
鼻
、
l
l

灘▽　　▽▽▽▽▽▽▽▽いす
　車説候放選気飲人選戸まべ原
　上会補送挙勢食気挙別すて則
　の　　者設運を物投に訪　。のと
　選　　以備動張の票関問　　者し
　挙　　外ののる提のす　　　にて

そなと　’o途をなをは　訪
のさど選　　行いい依　’

槻嫉奮槽馨問
違たいの　　し選にた人

幾、

2，彪

鍵
籍
趨

加　”かは　す
入直投ら　’る
等難蒼歪署
そ求頼をの名

運　　の利た行供公る　　　対次
動　　者用め為　　表署　　　　しの
　　が　　の　　　　　名　　　　てよ
　　開　　連　　　　　運　　　　禁う
　　催　　呼　　　　　動　　　　止な

反めと自　　て挙依りの
行　’こ宅　　禁運頼又家
為買ろな　　止動すはを

のや等収目　運
名壁の集的動
目疋たすを

す　　行　　　　　　　　　　さ行
る　　為　　　　　　　　　　れ為
演　　　　　　　　　　　　　ては

含会宅　　も除さし及す由を羅
ま社を戸の去れさびい　’行
れや訪別でするに選と公う”
’工問訪するた堪挙い正機
ま場す問　。た。めえ人うを会．
た等るは　　め　’なと幣害を
’を場　’　にこいも害すつ
二訪合必　　禁れ等にのるく、
戸問だず　　止らのそほ犯り
以すけし　　さの幣のか罪　’
上るでも　　れ不害わ　’が選
を場な選　　て正がず候起挙・
訪合く挙　　い等予ら補りの礫
問も　’人　　るを想わ者や自

蘇
遜
構
灘
羅
』
辮
馨
蟹懸
雛
灘
綴
欝
鼎
罷
漏
　
一
難
縷

そ止戸る　　てが1「1
れの別のこい何
が脱訪はのまで』
あ法問ず署すあ　、

糞諺。1
需て連讐禁　わ
　行呼　　止　　ず
　わ行薯さ　禁
　れ為くれ　　止
　るの　　　て　　　さ
　お禁ζい　れ

動し選は　　れを用のの
員1く挙す飲て軽の不提選　飲
や行運べ食いく増正供挙　食

熱瓢欝葛響鱗物
者り関人提・た防のいは　の
に　’すに供　　めぎほや　’提
対候るつが　も　’カ1すそ　供
し補こい禁　　あ候　　いも
’者とて止　　つ補選たそ
慰がをでさ　　て者挙めも
労選動あれ　　禁の運　’飲
す挙機り　る　　止負動選食
る運と　’の　　さ担費挙物

滴。綴蹴。難ε、

い戸めて戸体のすは　　問す
馨蝶

て気又き ▽にげ者動供通　　供い運限目
ま別　’行別の氏る演ま　しる
す訪いわ訪名名行説たた目
。問かれ問称又為を　’場的
　となる，のをはや行戸合を
　みるこ一言政戸う別もも
　な方と種い党別こに含つ

難
灘
ま
詠
灘
醐
奪
驚

必投は者選　人
ず票結を誉気
鍵暑蕪投
公の公すし　票
正方表るて　の

津
、
ξ
撃

選限るに員す常たすわ動ら的
挙り制対やる用だるゆ員ずで
運　’限し選こいしこるに　’飲
動許に　’挙と　ら　’と陣対第食
員さ従選運やれ湯も中し三物
やれつ挙動　’る茶違見　’者を

さ法がのあそにと演まて
れで予脱るの特に説れ一
禁す想法く他定つ会ま戸

藁
難

で法す△’公
編歪輪表

労てて期に候程及反舞激が提
務い提間使補度びにな励候供
者ま供中用者のこなどす補す

止るさ行行ののいのすの 蕪と機と票に にすすにすが菓れりのる者る
さ場れ為為政候て開　。み はにはの就 対　。る次る選子にま形たや場
れ合るとは治補告催　　を灘いお　’経く し　　もに労挙を伴すでめ選合
てもたし　’団者知又　　訪舞 えい人過べ て　　の掲務運提い　。提に挙に

、

灘㈱　　　　　耀轍潔璽灘號欝灘鷺購、澱灘

▽　　　　止わい者と 止ら多し　さず ▽　　　　　　▽

や選寄　さずかはな公候
お挙附　れ　’な　’ろ職補

難差購灘導
贈人　り　すすを内る者　の
つに　禁　　。重もに者　’寄

騨砦　Σ召論附
”　れ　　がす人職の　の
銭お　る　　一るにに候禁

耽例　編鷺響止

羅
議
譲
麟
灘
無
羅
嚢
萎
塾
，
“
例
］
蕪
鑛
灘
謹
醗

さずいいせ　’搬
れ何のこるま　叢
て人でと　と　し
いも　’でい鮭霧．
ま　こ新はう
すれ聞なここ
。を紙く　とれ．
　す又　’はを懲
　るは逆決選一
　こ雑にし挙1叢
　と誌幣てに難
　はに害好反欝
　禁限がま映繋．
■
毎

あ数かえ一事四弁る理弁こ選
るをらるを務十当弁す当と挙
こ乗選）増所五の当るの　。事
と　じ挙にすが食数料選価　　務
。て期選ご一分はの挙格　　所
　得日挙と　を＿候範管は　　に
　たの期に超設補囲理　’　お
　数前日十え置者内委当　　い
　の日の八るで一で員該　　て
　範ま告食場き人あ会選　　提
　囲で示分合る当るが挙　　供
　内ののをは選たこ定を　　す
　で日日加　’挙り菟め管　　る

繕棄難…継蹴　　　　　　　灘懲欝5． 鞭、羅瀟

　　　※　　　　　▽　　　▽　　　▽
る　しで候区入公銭選祝選入・灘
こてな補内り職や挙儀挙学
と　’く者ののの酒区を区祝
が寄　’が人力候な内出内な懸
禁附何寄にレ補どのすのど，羅
止の人附贈ン者を祭こ人を　溌
さ勧もをるダが寄りとに贈・
れ誘候すこ　i　’附や　。対る
て　’補るとな名す催　　しこ
い要者こ　。ど前るし　　。と
ま求等と　　をやこ物　　香　。・R
すをにだ　　選写とに　　典
。す対け　　挙真　o金　　や

懸
罎
講
蕪
隷
肺

蕪糠鱗雛萎馨
ま動育里学さて　冗公公　選　　計び具　関　禁
すを上　’校れ選職公共社　挙警検職　　　係　止
。すの生のて挙員社団等　　運察査員選　　者　さ
　る地徒長い運は等体の　　勲實官　’挙　　お　れ
　こ位及及ま動　’のの役　　が　　　’裁管　　よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　とをびびすをそ公公職　　禁収公判理　　び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　が利学教　oすの社務景　　止税安官委　　在　る
　禁用生員　　る地公員　　　　さ官委　’員　　職　者
　止しには　　こ位団　’国　　れ等員検会　　中
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1チーム準優勝布ハ優勝松里チーム

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
善
協
力
の

精
神
を
養
い
、
体
力
つ
く
り
、
町
づ

く
り
を
は
か
ろ
う
と
、
第
八
回
町
民

体
育
大
会
が
松
中
グ
ラ
ン
ド
で
約
二

千
人
が
集
ま
り
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
町
長
さ
ん
が
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
町
民
の
連
帯
感
を
養
い

人
情
の
あ
る
人
づ
く
り
の
た
め
に
、

今
日
一
日
楽
し
く
ほ
が
ら
か
に
過
し

て
欲
し
い
凶
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
体
育
協
会
か
ら
こ
の
一
年
間
体

育
で
活
躍
さ
れ
た
六
名
の
皆
さ
ん
の

表
彰
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
早
朝
体
操

の
成
績
発
表
で
赤
倉
部
落
が
参
加
率

八
三
・
三
％
で
一
位
と
な
り
十
位
ま

で
の
部
落
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
五
地
区
に
別
れ
「
紅
白
玉

入
れ
」
　
「
宝
箱
は
こ
び
」
　
「
う
ず
ま

き
リ
レ
ー
」
な
ど
楽
し
い
種
目
も
あ

り
、
ま
た
各
地
区
と
も
趣
向
を
こ
ら

し
た
応
援
合
戦
に
な
り
大
会
を
盛
り

あ
げ
ま
し
た
。

　
各
種
目
と
も
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
百
メ
ー
ト
ル
で
相
沢
義
和
さ

ん
（
中
学
男
女
）
と
村
山
知
子
さ
ん

（
高
校
女
子
）
。
三
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
で

相
沢
幸
一
さ
ん
。
女
子
リ
レ
ー
で
松

里
（
一
位
）
と
松
之
山
（
二
位
）
チ

ー
ム
が
大
会
新
記
録
で
し
た
。
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総合成績

20曾点

163点

152点

102点
94点

里
松
布布川
松之山

省
田

・
三
浦

1位

2位

3位

4位

5位

理子　⑦久保田和枝　⑧南雲由紀　⑨石塚みさ子　⑩」・堺ユリ子

健男（三省）②村山幸夫（布川）③高橋政信（松里）④丸山広文（布川）

明（松里）⑥久保田正栄（浦田）⑦相沢秀雄（三省）⑧関谷敏明（松之山

塚茂（布川）⑩佐藤政夫（浦田）

里）②本山久（浦田）③鈴木富雄（布川）④山岸貞雄（松之山）

川）⑥岩野昭作（浦田）⑦小野塚竜男（松里）⑧福原民樹（松里

田）⑩高橋真次（布川）

②
⑥
⑩
び
松
レ

　
　
　
　
こ
　
　
　
り

　
　
　
　
は
③松之山、三省　⑤浦田

之山　③浦田　④松里　⑤三省

之山）②高橋豊孝（松里）③佐藤恵一（松里）

松里）②小野塚明（松之山）小野塚英男（松里1

省）②田辺伸一（松之山）久保田慈郎（浦田）

≧山　③浦田、布川、三省

びリレー

i川　③浦田④松之山⑤三省

［③三省④浦田⑤松之山

緊
響
鯉
煮
棚
㌦
鑑
藤
陵
弱
欝
藷
蒲
欝
梛
晶
議

3②松之山L40秒6③浦田1。41秒6

ノー

0②松之山3，28秒4③布川3，29秒6

1’早朝体操成績

％）②下川手（76．2％）③中立山（62，1％）④坂中（60．0％）
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（松之山〉⑥佐藤清（松之山）⑦高沢文哉（三省）⑧村山徹（松之山
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1チーム準優勝布ハ優勝松里チーム

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
善
協
力
の

精
神
を
養
い
、
体
力
つ
く
り
、
町
づ

く
り
を
は
か
ろ
う
と
、
第
八
回
町
民

体
育
大
会
が
松
中
グ
ラ
ン
ド
で
約
二

千
人
が
集
ま
り
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
町
長
さ
ん
が
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
町
民
の
連
帯
感
を
養
い

人
情
の
あ
る
人
づ
く
り
の
た
め
に
、

今
日
一
日
楽
し
く
ほ
が
ら
か
に
過
し

て
欲
し
い
凶
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
体
育
協
会
か
ら
こ
の
一
年
間
体

育
で
活
躍
さ
れ
た
六
名
の
皆
さ
ん
の

表
彰
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
早
朝
体
操

の
成
績
発
表
で
赤
倉
部
落
が
参
加
率

八
三
・
三
％
で
一
位
と
な
り
十
位
ま

で
の
部
落
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
五
地
区
に
別
れ
「
紅
白
玉

入
れ
」
　
「
宝
箱
は
こ
び
」
　
「
う
ず
ま

き
リ
レ
ー
」
な
ど
楽
し
い
種
目
も
あ

り
、
ま
た
各
地
区
と
も
趣
向
を
こ
ら

し
た
応
援
合
戦
に
な
り
大
会
を
盛
り

あ
げ
ま
し
た
。

　
各
種
目
と
も
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
百
メ
ー
ト
ル
で
相
沢
義
和
さ

ん
（
中
学
男
女
）
と
村
山
知
子
さ
ん

（
高
校
女
子
）
。
三
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
で

相
沢
幸
一
さ
ん
。
女
子
リ
レ
ー
で
松

里
（
一
位
）
と
松
之
山
（
二
位
）
チ

ー
ム
が
大
会
新
記
録
で
し
た
。

””ll”“【11】llIlllllllIllIII””1”IIllIlll””II”ul”ll”ll”1”1”1”””1”II”1””ll”1”lll”lll”ll”li””llII”lll1””lllll“”1“”II”II”ll川”“”“1””ll広報まつのやま　Nc90111”1””””1”Ill

総合成績

20曾点
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152点
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94点

里
松
布布川
松之山

省
田

・
三
浦

1位

2位

3位

4位
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低所得や身体障害者世帯に貸付

修学資金は無利子年3パーセント．

　
世
帯
更
生
資
金
は
、
な
に
か
仕
事

を
し
て
生
活
の
再
建
を
は
か
り
た
い

が
、
必
要
な
資
金
を
借
り
る
道
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
人
の
貸
付
制
度
で

す
。

　
貸
付
の
対
象
に
な
る
世
帯
は
、
民

生
委
員
の
必
要
な
指
導
を
受
け
て
、

独
立
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
低

所
得
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
帯
で
す
。

本
年
も
貸
付
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
、

貸
付
利
子
も
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
低

利
で
修
学
資
金
は
無
利
子
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
貸
付
業
務
の
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
借
入
れ
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
地
域
の
民
生
委
員
か
社

協
事
務
局
（
役
場
・
住
民
課
福
祉
係
）

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

償還期限
資　金 の　種　類 貸　付　限　度 据置期間 （据置期 備 考

目経過後）

生　業　費 840，000円以内 1年以内 7年以内
貸付限度 特に必要と認められる場合

1680000円以内
支　度　費 70000円

更生資金 貸付限度 特に必要と認められる場合

技能習得費 月14，000円
6　　月 6年以内

貸付期間
120，000円以内

6か月（法令等において期
間に定めのある場合その期間
最 3ケ年）

生　業　費 840，000円 1　　年 9年以内
貸付限度 特に必要と認められる場合

2400000円以内身体障害
者更生資

支　　　費 70000円

金 貸付限度 特に必要と認められる場合

技能習得費 月14，000円
1　　年 8年以内

貸付期間
120，000円以内

6か月（法令等において期
間に定めのある場合その期間
最 3ケ年）

貸付限度 特に必要と認められる場合

生　　活 資　　金 月48，000円以内 6　　月 5年以内 　　　月74，000円以内
貸付期間　技能習得費又は療養資金借

受中

貸付限度

福　　祉 資　　金 150，000円 6　　月 3年以内 出産費
葬祭費

75，000円以内
105，000円以内

転宅費 68000円以内

住e　宅 資　　金 900，000円 6　　月 6年以内
貸付限度 災害により特に必要な場合

1200000円
高校 貸付限度 特に必要と認められる場合
専修学校高等
課程を含む 高校 月20，000円以内
月18，000円

高専 高専 月28，000円以内

修　学　費
月26，000円

短大 短大 月28，000円以内

専修学校専門
課程を含む 大学 月29，000円以内
月26，000円

修学資金
大学

月27000円
6　　月 20年以内

撫覆）｛：講灘

就学支度費 70，000円
高専

1繋覆）鷹轍

大当

貸付限度 特に必要と認められる場合

療　　養 資　　金 200，000円 6　　月 5年以内
貸付対象期間

250，000円以内

　　1年（特に必要と認め
られる場合1年6か月）

災 600000 1 7　以
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　　　　　　　　　灘

轟
出畠ご

　
第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い

号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
た

戦
没
者
等
の
妻
に
対
し
、
新
た
に
十

年
償
還
の
一
二
〇
万
円
の
国
庫
債
券

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
第
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い

号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
だ

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
し
、
新
た
に

五
年
償
還
の
六
〇
万
円
の
国
庫
債
券

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
る
に
は
、
特

別
給
付
金
請
求
書
を
昭
和
六
十
一
年

五
月
三
日
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
住
民

課
福
祉
係
ま
た
は
、
県
庁
の
民
生
部

援
護
課
（
新
潟
市
学
校
町
一
番
町
費

〇
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一
一
内
線

三
一
八
三
）
へ
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

県立三条高等職業訓練校

　　　　　　　　　謹　　　　　　　霧　　　　　，勲　　　翻

瞳
普通訓練課程

訓練科 定　員 訓練期間 入校時期

精密機械科 20 1年 59年4月

金型技術科 20 1年 59年4月

経理事務科 20 1年 59年4月

　
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

来
年
四
月
入
校
す
る
、
訓
練
生
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

　
高
校
卒
が
対
象
の
普
通
訓
練
課
程

が
九
月
一
日
か
ら
。
専
修
訓
練
課
程

が
十
月
十
七
日
か
ら
入
校
願
書
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。

　
職
場
で
働
く
人
達
の
多
く
は
、
高

校
卒
業
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
一

番
困
る
こ
と
は
「
仕
事
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
「
仕
事
が
よ
く
で
き
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
自
信
を
も
っ
て
就
職
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
自
分
が
仕
事
に
つ
い
て
の

知
識
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
一
年
と
わ
ず
か
な
費
用
で
す
み

ま
す
の
で
、
訓
練
校
に
入
っ
て
職
業
能

力
を
開
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
通
校
が

困
難
な
人
は
寄
宿
舎
に
入
れ
ま
す
。

▽
普
通
訓
練
課
程

○
昭
和
五
十
九
年
、
再
卒
業
予
定
者

を
含
む
高
校
卒
業
者
又
は
こ
れ
と

　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
。

○
受
付
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
九
月

　
三
十
日
ま
で
。
選
考
日
は
十
月
十

　
一
日
に
一
．
一
条
高
等
職
業
訓
練
校
。

○
選
考
方
法
は
面
接
と
筆
記
試
験

　
（
現
代
国
語
・
数
学
一
）

○
年
間
経
費
は
入
校
時
二
万
五
千
円
、

　
そ
の
他
年
間
四
万
五
千
円
。

▽
専
修
訓
練
課
程

○
機
械
鍛
造
科
・
機
械
科
・
溶
接
科

　
各
科
と
も
定
員
二
十
名
。
金
属
プ

　
レ
ス
科
定
員
十
名
。

○
受
付
期
間
は
十
月
十
七
日
か
ら
十

　
一
月
十
二
日
ま
で
。

　
　
　
　
　
　

※
詳
細
は
、
9
5
三
条
市
柳
沢
↓
．
一
九
三

　
　
　
　
　
　

　
新
潟
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校

團
血液をつくる

大切な成分

　ミネラル（無機質）には、カルシウム、リ

ン、鉄などがあります。このうち、鉄は血液

をつくる大切な成分として、なくてはならな

いものです。

　鉄は血液の中で酸素を運ぶ役目をするヘモ

グロビンの重要な成分です。ですから、この

鉄の摂取がスムーズに行われないと、血液を

つくるのに支障をきたし、貧血の原因になり

ます。

　貧血症状は、一般的に男性に比べて女性に

多く見られます。厚生省の調査によりますと、

成人女性（25歳～49歳）の5人に1人が貧血

気味です。そして、約10人に1人（8～13％）

は、明らかに貧血であると報告されています。

　なかでも深刻なのは、妊婦および授乳婦で、

妊娠前期では18％、妊娠後期では39％、授乳

期でも23％が貧血という結果がでています。

　女性の貧血は、本人だけでなく、妊娠・出

産・授乳の過程で、胎児や乳児の成長にも大

きな影響を及ぽすわけですから注意が必要で

す。

　貧血の原因はいろいろ考えられますが、ア

ンバランスな食事による栄養不足、とりわけ

鉄の摂取不足による場合が多いようです。

　鉄を多く含む食品としては、まず緑黄色野

菜（ホウレンソウ、コマナツ）、魚肉、卵黄が

あげられます。

　鉄の摂取量は、ふつう成人で1日当たり、

男子が10㎎、女子が12㎎といわれています。

鉄の不足で貧血にならないために、常に栄養

のバランスに注意しましょう。
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低所得や身体障害者世帯に貸付

修学資金は無利子年3パーセント．

　
世
帯
更
生
資
金
は
、
な
に
か
仕
事

を
し
て
生
活
の
再
建
を
は
か
り
た
い

が
、
必
要
な
資
金
を
借
り
る
道
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
人
の
貸
付
制
度
で

す
。

　
貸
付
の
対
象
に
な
る
世
帯
は
、
民

生
委
員
の
必
要
な
指
導
を
受
け
て
、

独
立
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
低

所
得
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
帯
で
す
。

本
年
も
貸
付
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
、

貸
付
利
子
も
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
低

利
で
修
学
資
金
は
無
利
子
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
貸
付
業
務
の
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
借
入
れ
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
地
域
の
民
生
委
員
か
社

協
事
務
局
（
役
場
・
住
民
課
福
祉
係
）

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

償還期限
資　金 の　種　類 貸　付　限　度 据置期間 （据置期 備 考

目経過後）

生　業　費 840，000円以内 1年以内 7年以内
貸付限度 特に必要と認められる場合

1680000円以内
支　度　費 70000円

更生資金 貸付限度 特に必要と認められる場合

技能習得費 月14，000円
6　　月 6年以内

貸付期間
120，000円以内

6か月（法令等において期
間に定めのある場合その期間
最 3ケ年）

生　業　費 840，000円 1　　年 9年以内
貸付限度 特に必要と認められる場合

2400000円以内身体障害
者更生資

支　　　費 70000円

金 貸付限度 特に必要と認められる場合

技能習得費 月14，000円
1　　年 8年以内

貸付期間
120，000円以内

6か月（法令等において期
間に定めのある場合その期間
最 3ケ年）

貸付限度 特に必要と認められる場合

生　　活 資　　金 月48，000円以内 6　　月 5年以内 　　　月74，000円以内
貸付期間　技能習得費又は療養資金借

受中

貸付限度

福　　祉 資　　金 150，000円 6　　月 3年以内 出産費
葬祭費

75，000円以内
105，000円以内

転宅費 68000円以内

住e　宅 資　　金 900，000円 6　　月 6年以内
貸付限度 災害により特に必要な場合

1200000円
高校 貸付限度 特に必要と認められる場合
専修学校高等
課程を含む 高校 月20，000円以内
月18，000円

高専 高専 月28，000円以内

修　学　費
月26，000円

短大 短大 月28，000円以内

専修学校専門
課程を含む 大学 月29，000円以内
月26，000円

修学資金
大学

月27000円
6　　月 20年以内

撫覆）｛：講灘

就学支度費 70，000円
高専

1繋覆）鷹轍

大当

貸付限度 特に必要と認められる場合

療　　養 資　　金 200，000円 6　　月 5年以内
貸付対象期間

250，000円以内

　　1年（特に必要と認め
られる場合1年6か月）

災 600000 1 7　以
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　　　　　　　　　灘

轟
出畠ご

　
第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い

号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
た

戦
没
者
等
の
妻
に
対
し
、
新
た
に
十

年
償
還
の
一
二
〇
万
円
の
国
庫
債
券

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
第
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い

号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
だ

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
し
、
新
た
に

五
年
償
還
の
六
〇
万
円
の
国
庫
債
券

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
る
に
は
、
特

別
給
付
金
請
求
書
を
昭
和
六
十
一
年

五
月
三
日
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
住
民

課
福
祉
係
ま
た
は
、
県
庁
の
民
生
部

援
護
課
（
新
潟
市
学
校
町
一
番
町
費

〇
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一
一
内
線

三
一
八
三
）
へ
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

県立三条高等職業訓練校

　　　　　　　　　謹　　　　　　　霧　　　　　，勲　　　翻

瞳
普通訓練課程

訓練科 定　員 訓練期間 入校時期

精密機械科 20 1年 59年4月

金型技術科 20 1年 59年4月

経理事務科 20 1年 59年4月

　
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

来
年
四
月
入
校
す
る
、
訓
練
生
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

　
高
校
卒
が
対
象
の
普
通
訓
練
課
程

が
九
月
一
日
か
ら
。
専
修
訓
練
課
程

が
十
月
十
七
日
か
ら
入
校
願
書
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。

　
職
場
で
働
く
人
達
の
多
く
は
、
高

校
卒
業
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
一

番
困
る
こ
と
は
「
仕
事
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
「
仕
事
が
よ
く
で
き
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
自
信
を
も
っ
て
就
職
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
自
分
が
仕
事
に
つ
い
て
の

知
識
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
一
年
と
わ
ず
か
な
費
用
で
す
み

ま
す
の
で
、
訓
練
校
に
入
っ
て
職
業
能

力
を
開
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
通
校
が

困
難
な
人
は
寄
宿
舎
に
入
れ
ま
す
。

▽
普
通
訓
練
課
程

○
昭
和
五
十
九
年
、
再
卒
業
予
定
者

を
含
む
高
校
卒
業
者
又
は
こ
れ
と

　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
。

○
受
付
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
九
月

　
三
十
日
ま
で
。
選
考
日
は
十
月
十

　
一
日
に
一
．
一
条
高
等
職
業
訓
練
校
。

○
選
考
方
法
は
面
接
と
筆
記
試
験

　
（
現
代
国
語
・
数
学
一
）

○
年
間
経
費
は
入
校
時
二
万
五
千
円
、

　
そ
の
他
年
間
四
万
五
千
円
。

▽
専
修
訓
練
課
程

○
機
械
鍛
造
科
・
機
械
科
・
溶
接
科

　
各
科
と
も
定
員
二
十
名
。
金
属
プ

　
レ
ス
科
定
員
十
名
。

○
受
付
期
間
は
十
月
十
七
日
か
ら
十

　
一
月
十
二
日
ま
で
。

　
　
　
　
　
　

※
詳
細
は
、
9
5
三
条
市
柳
沢
↓
．
一
九
三

　
　
　
　
　
　

　
新
潟
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校

團
血液をつくる

大切な成分

　ミネラル（無機質）には、カルシウム、リ

ン、鉄などがあります。このうち、鉄は血液

をつくる大切な成分として、なくてはならな

いものです。

　鉄は血液の中で酸素を運ぶ役目をするヘモ

グロビンの重要な成分です。ですから、この

鉄の摂取がスムーズに行われないと、血液を

つくるのに支障をきたし、貧血の原因になり

ます。

　貧血症状は、一般的に男性に比べて女性に

多く見られます。厚生省の調査によりますと、

成人女性（25歳～49歳）の5人に1人が貧血

気味です。そして、約10人に1人（8～13％）

は、明らかに貧血であると報告されています。

　なかでも深刻なのは、妊婦および授乳婦で、

妊娠前期では18％、妊娠後期では39％、授乳

期でも23％が貧血という結果がでています。

　女性の貧血は、本人だけでなく、妊娠・出

産・授乳の過程で、胎児や乳児の成長にも大

きな影響を及ぽすわけですから注意が必要で

す。

　貧血の原因はいろいろ考えられますが、ア

ンバランスな食事による栄養不足、とりわけ

鉄の摂取不足による場合が多いようです。

　鉄を多く含む食品としては、まず緑黄色野

菜（ホウレンソウ、コマナツ）、魚肉、卵黄が

あげられます。

　鉄の摂取量は、ふつう成人で1日当たり、

男子が10㎎、女子が12㎎といわれています。

鉄の不足で貧血にならないために、常に栄養

のバランスに注意しましょう。
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総合検診で健康を確かめる

　
病
気
は
定
期
的
な
健
康
診
断
で
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
年
か
ら
健
康
週
間
を
新
設
し
て
七

月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

日
間
町
民
体
育
館
で
、
町
民
の
総
合

検
診
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
循
環
器
の
一
次
検
診
に
一
、
八
九
三

名
、
二
次
検
診
に
一
、
一
．
天
七
名
、
結

核
検
診
に
一
、
九
四
、
一
名
胃
が
ん
検
診

に
四
一
〇
名
、
子
宮
が
ん
検
診
に
二

四
↓
、
一
名
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
循
環
器
の
検
診
対
象
者
は
二
、
五
〇

〇
名
で
す
が
、
こ
の
期
間
中
の
検
診

率
は
七
五
、
七
五
％
で
し
た
。

　
町
民
の
健
康
に
対
す
る
関
心
は
高

く
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
つ

き
、
医
療
費
の
節
約
で
町
の
国
保
会

計
に
よ
い
結
果
が
出
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
決
ま
る
99“

　
　
　
　
　
　
　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
皆
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
応
募
作
品
三
十
六
点
の
中
か
ち
、

「
象
」
の
マ
ー
ク
（
写
真
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
子
供
の
好
き
な

象
の
鼻
を
消
防
ホ
ー
ス
に
、
耳
は
管

内
の
地
形
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、

赤
い
丸
は
職
員
の
和
と
地
域
住
民
の

安
全
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
鼻
と
耳
の
突
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
無
限
の
発
展
を
意
味
す
る
の
で
大

変
す
ば
ら
し
い
と
、
デ
ザ
イ
ン
専
門

家
の
審
査
員
が
ほ
め
て
い
ま
し
た
。

、
肇

1”lll”1””1”1”1昭和58年8月10日

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

　
　
　
松
之
山
地
区
が
県
指
定

　
県
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
は

家
庭
つ
く
り
に
あ
る
と
し
て
、
昭
和

四
十
一
年
よ
り
県
内
の
市
町
村
を
対

象
に
『
明
る
い
家
庭
つ
く
り
運
動
推

進
モ
デ
ル
地
区
』
を
指
定
し
、
そ
の

運
動
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
も
、
昭
和
五
十
年
に
松
里

地
区
が
指
定
を
受
け
て
以
来
、
浦
田

地
区
、
下
布
川
地
区
、
上
布
川
地
区

と
指
定
を
受
け
、
そ
の
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
三
月
に
上
布
川
地

区
の
指
定
期
間
が
切
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
四
月
よ
り
松
之
山
地
区
が
新
た

に
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
先
般
、
地
区
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
ニ
ケ
年
間
の
指
定
期
間
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、

公
民
館
松
之
山
分
館
を
中
心
に
推
進

委
員
会
を
設
置
し
、
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ケ
年
間
、
松
之
山
地
区
で

の
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
よ
う
！

　
　
　
　
聾
、

　
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
交
す
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
気
分
の
い
い
も
の

で
す
。
み
ん
な
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
推
進
し
、
明
る
い
、
さ
わ
や
か
な

町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

「
オ
」
　
オ
ハ
ヨ
ウ

「
ア
」
　
ア
リ
ガ
ト
ウ

「
シ
」
　
シ
ツ
レ
イ
シ
マ
シ
タ

「
ス
」
　
ス
ミ
マ
セ
ン

「
家
庭
の
日
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
よ
う
！

　
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、
　
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
す
く
な
く
と
も
、
月
に

一
回
く
ら
い
は
家
族
の
団
ら
ん
の
場

を
設
け
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
何
か
に

汗
を
流
し
、
そ
し
て
、
心
の
触
れ
合

い
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

漁
薫

陰
霧
翻
劉
唱

　
最
近
、
道
路
に
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き

缶
や
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
が
投
げ
捨
て

て
あ
り
ま
す
。
空
き
缶
等
は
、
か
な

ら
ず
所
定
の
“
く
ず
か
ご
”
に
捨
て

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
火
葬
場
の
使
用
時
間
は
午
前
八
時

よ
り
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
役
場
の
住
民
課
保
健
衛
生
係

へ
申
し
込
ん
で
火
葬
の
日
時
を
決
め

て
か
ら
葬
儀
等
の
日
程
を
決
め
て
下

さ
い
。
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半
世
紀
に
わ
た
っ
て
沿
線
の
足
と

し
、
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
経
済

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
路
線
と
し
て
使
命
を
果
し
て

き
た
国
鉄
飯
山
線
も
。
近
年
急
速
に

普
及
し
た
マ
イ
カ
ー
や
人
口
減
で
、

毎
年
利
用
者
が
減
少
し
て
廃
止
路
線

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
の
営
業
係
数
は
、
百
円
の

収
入
を
あ
げ
る
の
に
八
百
四
十
円
（

昭
和
五
十
六
年
度
）
も
か
か
り
ま
す
。

　
昨
年
の
第
二
次
廃
止
路
線
選
定
で

一
日
一
キ
ロ
当
り
の
旅
客
輸
送
密
度

が
基
準
以
下
と
な
り
、
廃
止
路
線
の

対
象
と
な
り
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
密
度
が
一
千
人
を
超

え
て
い
た
た
め
、
辛
う
じ
て
廃
止
路

線
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
減
少
傾
向
が
さ
ら

に
進
む
と
、
昭
和
六
十
年
の
第
三
次

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
路
線
の
選
定

で
廃
止
路
線
と
な
る
可
能
性
が
強
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　
廃
止
に
な
れ
ば
、
沿
線
住
民
の
生

活
が
不
便
に
な
り
経
済
の
発
展
に
も

重
大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
先
人
達
が
築
き
残
し
て
く
れ
た
、

公
共
輸
送
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
通

勤
や
旅
行
な
ど
は
国
鉄
飯
山
線
を
利

用
し
、
往
復
乗
車
券
や
指
定
券
、
特

急
券
は
地
元
の
駅
で
購
入
し
て
、
将

来
と
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

を
あ
げ
て
利
用
促
進
を
は
か
り
ま
し

よ
う
o

　
　
　
ロ
ラ
じ

　
、
。
（
　
　
　
5
・
、
．
く
．
♂
」

へ
善
意
あ
り
が
と
う
」
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4
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附

高
橋
久
吉
（
天
水
島
）
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▽
日
本
海
中
部
地
震
救
援
の
義
援
金

松
之
山
小
学
校
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
九
七
円

　
布
施
政
子
（
黒
倉
）
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
円

陶
憎
東
北
電
力

八
月
十
八
日
（
木
）
小
谷
・
水
梨

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

さ物やか君
　　　《節僻

　　　、

＼

、
　
　
　
　
－む

豊も

　
　
　
　
　
　
　
胃

　レ
懲慰
多

　
　
庚
馨

　
　
　
窄
＼
～

こ
ん
ど
は

ざ
か
八
噛
z
の
血
ぞ

　
．
ず
）
マ
乙

需ノ

蜘

〃

　
ノ
　
　
　
　
ゆ

・
驚強

の諦
嚢
気
9
・

ぐ
一

［
崩
熱
私
訂
霧
哲

　
互
療
会
は
、
人
工
肛
門
、
人
工
膀

胱
を
造
設
す
る
患
者
が
手
術
後
の
第

二
の
人
生
を
少
し
で
も
快
適
に
過
し

て
行
く
様
、
励
ま
し
合
い
、
支
え
合

う
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
全
国
組
織
の
同
．
憂
者
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
、
全

国
に
四
十
一
の
地
区
セ
ン
タ
ー
を
持

ち
会
員
数
も
約
五
千
名
を
擁
し
て
い

ま
す
。

　
大
腸
・
直
腸
・
膀
胱
な
ど
の
切
除

摘
出
手
術
の
結
果
、
腹
部
に
あ
け
た

孔
（
ス
ト
マ
）
か
ら
、
便
や
尿
を
排

泄
す
る
、
い
わ
ゆ
る
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
患
者
の
肉
体
面
、
精
神
面
で

の
苦
し
さ
は
、
患
者
で
な
い
と
理
解

で
き
な
い
も
の
で
す
。
社
会
復
帰
も

思
う
に
ま
か
せ
ず
、
閉
鎖
的
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
手
術
後
の
相
談
、
療
養
体
験
、
器

具
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
の
経
験
の

交
流
や
健
康
の
回
復
、
ア
フ
タ
ー
ヶ

ア
の
向
上
の
た
め
の
同
憂
者
、
家
族
、

医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

　
お
近
く
の
支
部
を
ご
紹
介
し
て
く

れ
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
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東
京
都
港
区
新
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五
ー
一
四
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一
二

　
〒
大
幸
ビ
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・
互
療
会
事
務
所

　
費
〇
三
－
四
三
二
⊥
．
五
一
四
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総合検診で健康を確かめる

　
病
気
は
定
期
的
な
健
康
診
断
で
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
年
か
ら
健
康
週
間
を
新
設
し
て
七

月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

日
間
町
民
体
育
館
で
、
町
民
の
総
合

検
診
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
循
環
器
の
一
次
検
診
に
一
、
八
九
三

名
、
二
次
検
診
に
一
、
一
．
天
七
名
、
結

核
検
診
に
一
、
九
四
、
一
名
胃
が
ん
検
診

に
四
一
〇
名
、
子
宮
が
ん
検
診
に
二

四
↓
、
一
名
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
循
環
器
の
検
診
対
象
者
は
二
、
五
〇

〇
名
で
す
が
、
こ
の
期
間
中
の
検
診

率
は
七
五
、
七
五
％
で
し
た
。

　
町
民
の
健
康
に
対
す
る
関
心
は
高

く
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
つ

き
、
医
療
費
の
節
約
で
町
の
国
保
会

計
に
よ
い
結
果
が
出
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
決
ま
る
99“

　
　
　
　
　
　
　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
皆
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
応
募
作
品
三
十
六
点
の
中
か
ち
、

「
象
」
の
マ
ー
ク
（
写
真
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
子
供
の
好
き
な

象
の
鼻
を
消
防
ホ
ー
ス
に
、
耳
は
管

内
の
地
形
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、

赤
い
丸
は
職
員
の
和
と
地
域
住
民
の

安
全
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
鼻
と
耳
の
突
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
無
限
の
発
展
を
意
味
す
る
の
で
大

変
す
ば
ら
し
い
と
、
デ
ザ
イ
ン
専
門

家
の
審
査
員
が
ほ
め
て
い
ま
し
た
。

、
肇
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「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

　
　
　
松
之
山
地
区
が
県
指
定

　
県
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
は

家
庭
つ
く
り
に
あ
る
と
し
て
、
昭
和

四
十
一
年
よ
り
県
内
の
市
町
村
を
対

象
に
『
明
る
い
家
庭
つ
く
り
運
動
推

進
モ
デ
ル
地
区
』
を
指
定
し
、
そ
の

運
動
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
も
、
昭
和
五
十
年
に
松
里

地
区
が
指
定
を
受
け
て
以
来
、
浦
田

地
区
、
下
布
川
地
区
、
上
布
川
地
区

と
指
定
を
受
け
、
そ
の
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
三
月
に
上
布
川
地

区
の
指
定
期
間
が
切
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
四
月
よ
り
松
之
山
地
区
が
新
た

に
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
先
般
、
地
区
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
ニ
ケ
年
間
の
指
定
期
間
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、

公
民
館
松
之
山
分
館
を
中
心
に
推
進

委
員
会
を
設
置
し
、
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ケ
年
間
、
松
之
山
地
区
で

の
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
よ
う
！

　
　
　
　
聾
、

　
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
交
す
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
気
分
の
い
い
も
の

で
す
。
み
ん
な
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
推
進
し
、
明
る
い
、
さ
わ
や
か
な

町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

「
オ
」
　
オ
ハ
ヨ
ウ

「
ア
」
　
ア
リ
ガ
ト
ウ

「
シ
」
　
シ
ツ
レ
イ
シ
マ
シ
タ

「
ス
」
　
ス
ミ
マ
セ
ン

「
家
庭
の
日
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
よ
う
！

　
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、
　
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
す
く
な
く
と
も
、
月
に

一
回
く
ら
い
は
家
族
の
団
ら
ん
の
場

を
設
け
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
何
か
に

汗
を
流
し
、
そ
し
て
、
心
の
触
れ
合

い
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

漁
薫

陰
霧
翻
劉
唱

　
最
近
、
道
路
に
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き

缶
や
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
が
投
げ
捨
て

て
あ
り
ま
す
。
空
き
缶
等
は
、
か
な

ら
ず
所
定
の
“
く
ず
か
ご
”
に
捨
て

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
火
葬
場
の
使
用
時
間
は
午
前
八
時

よ
り
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
役
場
の
住
民
課
保
健
衛
生
係

へ
申
し
込
ん
で
火
葬
の
日
時
を
決
め

て
か
ら
葬
儀
等
の
日
程
を
決
め
て
下

さ
い
。
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．守ろ

　
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
沿
線
の
足
と

し
、
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
経
済

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
路
線
と
し
て
使
命
を
果
し
て

き
た
国
鉄
飯
山
線
も
。
近
年
急
速
に

普
及
し
た
マ
イ
カ
ー
や
人
口
減
で
、

毎
年
利
用
者
が
減
少
し
て
廃
止
路
線

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
の
営
業
係
数
は
、
百
円
の

収
入
を
あ
げ
る
の
に
八
百
四
十
円
（

昭
和
五
十
六
年
度
）
も
か
か
り
ま
す
。

　
昨
年
の
第
二
次
廃
止
路
線
選
定
で

一
日
一
キ
ロ
当
り
の
旅
客
輸
送
密
度

が
基
準
以
下
と
な
り
、
廃
止
路
線
の

対
象
と
な
り
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
密
度
が
一
千
人
を
超

え
て
い
た
た
め
、
辛
う
じ
て
廃
止
路

線
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
減
少
傾
向
が
さ
ら

に
進
む
と
、
昭
和
六
十
年
の
第
三
次

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
路
線
の
選
定

で
廃
止
路
線
と
な
る
可
能
性
が
強
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　
廃
止
に
な
れ
ば
、
沿
線
住
民
の
生

活
が
不
便
に
な
り
経
済
の
発
展
に
も

重
大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
先
人
達
が
築
き
残
し
て
く
れ
た
、

公
共
輸
送
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
通

勤
や
旅
行
な
ど
は
国
鉄
飯
山
線
を
利

用
し
、
往
復
乗
車
券
や
指
定
券
、
特

急
券
は
地
元
の
駅
で
購
入
し
て
、
将

来
と
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

を
あ
げ
て
利
用
促
進
を
は
か
り
ま
し

よ
う
o

　
　
　
ロ
ラ
じ

　
、
。
（
　
　
　
5
・
、
．
く
．
♂
」

へ
善
意
あ
り
が
と
う
」

／
　
　
　
　
　
イ

4
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附

高
橋
久
吉
（
天
水
島
）
さ
ん

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▽
日
本
海
中
部
地
震
救
援
の
義
援
金

松
之
山
小
学
校
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
九
七
円

　
布
施
政
子
（
黒
倉
）
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
円

陶
憎
東
北
電
力

八
月
十
八
日
（
木
）
小
谷
・
水
梨

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

さ物やか君
　　　《節僻

　　　、

＼

、
　
　
　
　
－む

豊も

　
　
　
　
　
　
　
胃

　レ
懲慰
多

　
　
庚
馨

　
　
　
窄
＼
～

こ
ん
ど
は

ざ
か
八
噛
z
の
血
ぞ

　
．
ず
）
マ
乙

需ノ

蜘

〃

　
ノ
　
　
　
　
ゆ

・
驚強

の諦
嚢
気
9
・

ぐ
一

［
崩
熱
私
訂
霧
哲

　
互
療
会
は
、
人
工
肛
門
、
人
工
膀

胱
を
造
設
す
る
患
者
が
手
術
後
の
第

二
の
人
生
を
少
し
で
も
快
適
に
過
し

て
行
く
様
、
励
ま
し
合
い
、
支
え
合

う
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
全
国
組
織
の
同
．
憂
者
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
、
全

国
に
四
十
一
の
地
区
セ
ン
タ
ー
を
持

ち
会
員
数
も
約
五
千
名
を
擁
し
て
い

ま
す
。

　
大
腸
・
直
腸
・
膀
胱
な
ど
の
切
除

摘
出
手
術
の
結
果
、
腹
部
に
あ
け
た

孔
（
ス
ト
マ
）
か
ら
、
便
や
尿
を
排

泄
す
る
、
い
わ
ゆ
る
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
患
者
の
肉
体
面
、
精
神
面
で

の
苦
し
さ
は
、
患
者
で
な
い
と
理
解

で
き
な
い
も
の
で
す
。
社
会
復
帰
も

思
う
に
ま
か
せ
ず
、
閉
鎖
的
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
手
術
後
の
相
談
、
療
養
体
験
、
器

具
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
の
経
験
の

交
流
や
健
康
の
回
復
、
ア
フ
タ
ー
ヶ

ア
の
向
上
の
た
め
の
同
憂
者
、
家
族
、

医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

　
お
近
く
の
支
部
を
ご
紹
介
し
て
く

れ
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
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東
京
都
港
区
新
橋
五
ー
一
四
－
一
二

　
〒
大
幸
ビ
ル
・
互
療
会
事
務
所

　
費
〇
三
－
四
三
二
⊥
．
五
一
四
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　　人権相談
人権侵害・土地・建物・相続　．

・損害賠償・その他の法律問題．

で梱りの方の相談に応じます・1

秘密は絶対に守られますから　・

気軽においでください。

●と　き 9月22日（木）

　午前10時から

　午後3時まで

　
一
　
タ
　
ン
　
セ
　
村
町
養
山
休
之
然
松
自

ろこと●

●主催
　上越人権擁護委員協議会
　新潟地方法務局上越支局

　松之山町

昭和59年度

養成訓練生募集

科　　　　　名 期
問
新
潟
上
越
三
条

十
日
町
柏
崎
魚
沼
合　　計

普
　
　
通
　
　
訓
　
　
練
　
　
課
　
　
程

普
通
2
類

機械技術科 1年 20 20

精密機械科 〃 20 20

金型技術科 〃 20 20

電気施設科 〃 30 20 50

自動車整備技術科 〃 30 30 60

建　　築　　科 〃 20 20

工芸織物科 〃 20 20

染色工芸科 〃 20 20

デザイ　ン科 〃 20 20

測　　量　　科 〃 30 20 50

経理事務科 〃 20 20

計 90 50 60 60 20 40 320

普
通
1
類

機　　械　　科 2年 25 25

建　　築　　科 〃 20 20

左　　官　　科 〃 20 20

計 25 40 65

専
修
訓
練
課
程

専
修
1
類

機械鍛造科 1年 20 20

機　　械　　科 〃 20 20 20 60

金属プレス科 〃 10 10

溶　　接　　科 〃 20 20 40

板　　金　　科 〃 20 20

木　　工　　科 〃 10 10

建　　築　　科 〃 30 10 40

配管設備科 〃 10 10

計 80 40 70 20 210

合　　　　計 195 90 130 60 40 80 595

（注）　薔通訓練課程　1類　中学校又は高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）

　　　　　　2類　高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）
　　専修訓繰課程　1類　中学校又は高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）

魎　　普通訓練課程2類　　9月1日～9月30日
　　識：1灘1類｝1・月17日一11月12日

＊くわしくは県立高等職業訓練校又は公共職業安定所に気軽にお問い合わせください。

新潟県商工労働部職業訓練課新潟市学校町通り1番地皿羅（2111111

1
る
o
り
ー


